一乗釈と『教行信証』の課題 by 藤元 雅文
30
は
　
じ
　
め
　
に
　
親
鸞
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
證
文
類
』（
以
下
『
教
行
信
証
』）「
行
巻
」
の
一
乗
釈
に
「
誓
願
一
仏
乗
」
を
も
っ
て
、
自
ら
が
出
遇
い
え
た
教
え
を
示
し
表
す
。
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
は
、『
教
行
信
証
』
全
体
を
通
し
て
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
言
葉
が
実
際
に
言
明
さ
れ
る
一
乗
釈
の
御
自
釈
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
親
鸞
は
何
を
示
し
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
内
容
を
尋
ね
な
が
ら
、
誓
願
一
仏
乗
を
開
顕
す
る
と
い
う
課
題
が
、
『
教
行
信
証
』
に
展
開
さ
れ
る
課
題
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
、
一
乗
釈
に
お
け
る
御
自
釈
と
『
勝
鬘
経
』、『
一
乗
要
決
』
　
親
鸞
の
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
は
、
従
来
、
二
つ
の
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
源
信
が
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
を
乃
至
し
な
が
ら
引
用
す
る
『
一
乗
要
決
』「
大
文
第
八
」
の
箇
所
で
あ
る
。
但
し
、
書
名
を
挙
げ
、「
已
上
」
な
ど
の
表
記
で
締
め
る
引
文
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
典
拠
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
と
、『
教
行
信
（
）
1
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）
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（
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4
一
乗
釈
と
『
教
行
信
証
』
の
課
題
 
藤
　
　
元
　
　
雅
　
　
文
31
証
』
に
お
け
る
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
と
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
に
あ
る
か
は
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
　
『
勝
鬘
経
』
は
、『
法
華
経
』
と
共
に
「
一
乗
」
の
教
え
を
説
き
明
か
す
経
典
で
あ
り
、
ま
た
一
乗
の
教
え
を
如
来
蔵
思
想
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
仏
教
史
に
お
い
て
は
、
聖
徳
太
子
が
推
古
天
皇
の
前
に
て
講
説
し
た
経
典
と
し
て
し
ば
し
ば
特
筆
さ
れ
、
聖
徳
太
子
の
作
と
言
わ
れ
る
『
勝
鬘
経
義
疏
』
が
現
存
す
る
な
ど
、
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
つ
経
典
で
あ
る
。
更
に
親
鸞
自
身
、
こ
の
内
容
を
和
讃
に
詠
っ
て
も
い
る
。
　
そ
の
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
と
、「
行
巻
」
一
乗
釈
の
文
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
ま
ず
押
え
て
お
き
た
い
。
①
一
乗
釈
の
冒
頭
に
あ
た
る
箇
所
は
、『
勝
鬘
経
』
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
卽
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。」
と
な
っ
て
お
り
、
一
乗
釈
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。」、「
卽
是
」、「
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。」
の
文
言
が
な
い
。
②
『
勝
鬘
経
』
で
は
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
者
。
卽
是
涅
槃
界
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
阿
耨
菩
提
者
。
卽
是
涅
槃
界
。」
と
な
っ
て
い
る
。
③
『
勝
鬘
経
』
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
如
來
法
身
」
で
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
究
竟
法
身
」
で
あ
る
。
④
『
勝
鬘
経
』
で
は
、「
得
究
竟
法
身
者
。
則
究
竟
一
乘
。
究
竟
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
と
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
究
竟
一
乘
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
で
あ
る
。
⑤
『
勝
鬘
経
』
に
は
「
無
邊
不
斷
」
に
続
い
て
「
三
帰
依
」
に
つ
い
て
の
経
言
が
説
か
れ
る
が
、
一
乗
釈
に
は
、
そ
の
箇
所
は
一
切
記
さ
れ
な
い
。
⑥
『
勝
鬘
経
』
に
は
「
三
帰
依
」
に
つ
い
て
の
経
言
の
後 
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
大
乘 
無
有
三
乘
。
三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
説
か
れ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
」
の
文
は
な
く
、「
大
乘
無
有
二
乘
三
（
）
5
（
）
6
30
は
　
じ
　
め
　
に
　
親
鸞
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
證
文
類
』（
以
下
『
教
行
信
証
』）「
行
巻
」
の
一
乗
釈
に
「
誓
願
一
仏
乗
」
を
も
っ
て
、
自
ら
が
出
遇
い
え
た
教
え
を
示
し
表
す
。
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
は
、『
教
行
信
証
』
全
体
を
通
し
て
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
言
葉
が
実
際
に
言
明
さ
れ
る
一
乗
釈
の
御
自
釈
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
親
鸞
は
何
を
示
し
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
内
容
を
尋
ね
な
が
ら
、
誓
願
一
仏
乗
を
開
顕
す
る
と
い
う
課
題
が
、
『
教
行
信
証
』
に
展
開
さ
れ
る
課
題
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
、
一
乗
釈
に
お
け
る
御
自
釈
と
『
勝
鬘
経
』、『
一
乗
要
決
』
　
親
鸞
の
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
は
、
従
来
、
二
つ
の
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
源
信
が
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
を
乃
至
し
な
が
ら
引
用
す
る
『
一
乗
要
決
』「
大
文
第
八
」
の
箇
所
で
あ
る
。
但
し
、
書
名
を
挙
げ
、「
已
上
」
な
ど
の
表
記
で
締
め
る
引
文
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
典
拠
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
と
、『
教
行
信
（
）
1
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証
』
に
お
け
る
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
と
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
に
あ
る
か
は
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
　
『
勝
鬘
経
』
は
、『
法
華
経
』
と
共
に
「
一
乗
」
の
教
え
を
説
き
明
か
す
経
典
で
あ
り
、
ま
た
一
乗
の
教
え
を
如
来
蔵
思
想
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
仏
教
史
に
お
い
て
は
、
聖
徳
太
子
が
推
古
天
皇
の
前
に
て
講
説
し
た
経
典
と
し
て
し
ば
し
ば
特
筆
さ
れ
、
聖
徳
太
子
の
作
と
言
わ
れ
る
『
勝
鬘
経
義
疏
』
が
現
存
す
る
な
ど
、
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
つ
経
典
で
あ
る
。
更
に
親
鸞
自
身
、
こ
の
内
容
を
和
讃
に
詠
っ
て
も
い
る
。
　
そ
の
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
と
、「
行
巻
」
一
乗
釈
の
文
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
ま
ず
押
え
て
お
き
た
い
。
①
一
乗
釈
の
冒
頭
に
あ
た
る
箇
所
は
、『
勝
鬘
経
』
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
卽
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。」
と
な
っ
て
お
り
、
一
乗
釈
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。」、「
卽
是
」、「
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。」
の
文
言
が
な
い
。
②
『
勝
鬘
経
』
で
は
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
者
。
卽
是
涅
槃
界
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
阿
耨
菩
提
者
。
卽
是
涅
槃
界
。」
と
な
っ
て
い
る
。
③
『
勝
鬘
経
』
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
如
來
法
身
」
で
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
究
竟
法
身
」
で
あ
る
。
④
『
勝
鬘
経
』
で
は
、「
得
究
竟
法
身
者
。
則
究
竟
一
乘
。
究
竟
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
と
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
究
竟
一
乘
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
で
あ
る
。
⑤
『
勝
鬘
経
』
に
は
「
無
邊
不
斷
」
に
続
い
て
「
三
帰
依
」
に
つ
い
て
の
経
言
が
説
か
れ
る
が
、
一
乗
釈
に
は
、
そ
の
箇
所
は
一
切
記
さ
れ
な
い
。
⑥
『
勝
鬘
経
』
に
は
「
三
帰
依
」
に
つ
い
て
の
経
言
の
後 
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
大
乘 
無
有
三
乘
。
三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
説
か
れ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
」
の
文
は
な
く
、「
大
乘
無
有
二
乘
三
（
）
5
（
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乘
。
二
乘
三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
一
乗
釈
と
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
と
は
、
意
味
内
容
に
深
く
関
わ
る
文
言
を
含
め
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
引
文
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
乗
釈
御
自
釈
は
親
鸞
自
身
の
思
想
的
内
実
を
明
ら
か
に
表
明
し
て
い
る
箇
所
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
と
共
に
『
勝
鬘
経
』
の
経
言
と
の
、
言
わ
ば
緊
張
関
係
か
ら
、
親
鸞
の
聞
思
の
営
み
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
御
自
釈
の
文
言
を
考
察
す
る
際
に
、
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
　
次
に
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
も
う
一
つ
の
典
拠
と
指
摘
さ
れ
る
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
　
『
一
乗
要
決
』
の
課
題
は
、
そ
の
冒
頭
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
法
華
に
依
り
て
、
一
乗
を
立
て
」、
宗
の
執
わ
れ
を
離
れ
、
経
論
の
言
説
、
道
理
の
料
簡
を
も
っ
て
、
一
乗
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
「
三
乗
真
実
」「
五
姓
各
別
」
の
説
に
基
づ
き
、
定
性
二
乗
と
畢
竟
無
性
は
決
し
て
成
仏
で
き
な
い
と
す
る
法
相
宗
の
主
張
に
対
し
、
源
信
は
詳
細
に
経
論
の
言
葉
を
挙
げ
、
料
簡
問
答
を
重
ね
て
反
論
し
て
い
く
。
そ
の
思
想
的
な
言
説
は
日
本
の
仏
教
史
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
学
ん
だ
法
然
や
親
鸞
が
、
こ
の
書
物
の
内
容
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
但
し
源
信
が
『
一
乗
要
決
』
に
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
を
引
用
す
る
の
は
、『
法
華
経
』
以
外
の
余
経
に
お
い
て
、「
一
乗
真
実
」
を
証
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
法
華
一
乗
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
助
成
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
言
は
、
一
乗
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
不
可
欠
な
言
葉
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
一
乗
要
決
』
と
「
行
巻
」
一
乗
釈
で
は
、
文
言
に
託
さ
れ
て
い
る
課
題
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
そ
の
上
で
、『
一
乗
要
決
』
に
引
文
さ
れ
る
『
勝
鬘
経
』
の
文
言
と
一
乗
釈
御
自
釈
と
の
相
違
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
①
一
乗
釈
の
冒
頭
に
あ
た
る
箇
所
は
、『
一
乗
要
決
』
の
引
文
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
卽
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
卽
是
一
（
）
7
33
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
菩
提
。」
と
な
っ
て
お
り
、
一
乗
釈
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。」、「
卽
是
」、「
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。」
の
文
言
が
な
い
。（『
勝
鬘
経
』
と
の
相
違
に
お
い
て
指
摘
し
た
①
と
同
一
）
②
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
、「
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
菩
提
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。」
で
あ
る
。
③
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
如
來
法
身
」
で
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
究
竟
法
身
」
で
あ
る
。（
前
出
の
③
と
同
一
）
④
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
「
得
究
竟
法
身
者
。
卽
究
竟
一
乘
」
で
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
得
究
竟
法
身
者
。
則
究
竟
一
乘
」
で
あ
る
。（『
勝
鬘
経
』
は
、『
一
乗
要
決
』
と
は
異
な
り
、
一
乗
釈
と
同
じ
「
則
」
で
あ
る
）
⑤
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
、「
究
竟
法
身
者
。
卽
究
竟
一
乘
。
究
竟
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
と
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
究
竟
一
乘
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
で
あ
る
。
⑥
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
、「
無
邊
不
斷
」
に
つ
づ
く
「
三
帰
依
」
に
つ
い
て
の
経
言
が
引
文
さ
れ
ず
、「
乃
至
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
乃
至
」
の
文
字
は
な
く
、「
三
帰
依
」
の
経
言
も
な
い
。
⑦
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
「
乃
至
」
の
次
に
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
大
乘
無
有
二
乘
。
二
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
説
か
れ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
」
の
文
は
な
く
、「
大
乘
無
有
二
乘
三
乘
。
二
乘
三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
内
容
か
ら
特
徴
的
な
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
④
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
一
乗
要
決
』
よ
り
も
『
勝
鬘
経
』
に
近
い
言
葉
遣
い
が
、
一
乗
釈
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑥
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
『
一
乗
要
決
』
の
「
乃
至
」
の
箇
所
が
、
一
乗
釈
に
記
さ
れ
な
い
内
容
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
⑦
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
箇
所
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
32
乘
。
二
乘
三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
一
乗
釈
と
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
と
は
、
意
味
内
容
に
深
く
関
わ
る
文
言
を
含
め
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
引
文
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
乗
釈
御
自
釈
は
親
鸞
自
身
の
思
想
的
内
実
を
明
ら
か
に
表
明
し
て
い
る
箇
所
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
と
共
に
『
勝
鬘
経
』
の
経
言
と
の
、
言
わ
ば
緊
張
関
係
か
ら
、
親
鸞
の
聞
思
の
営
み
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
御
自
釈
の
文
言
を
考
察
す
る
際
に
、
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
　
次
に
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
も
う
一
つ
の
典
拠
と
指
摘
さ
れ
る
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
　
『
一
乗
要
決
』
の
課
題
は
、
そ
の
冒
頭
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
法
華
に
依
り
て
、
一
乗
を
立
て
」、
宗
の
執
わ
れ
を
離
れ
、
経
論
の
言
説
、
道
理
の
料
簡
を
も
っ
て
、
一
乗
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
「
三
乗
真
実
」「
五
姓
各
別
」
の
説
に
基
づ
き
、
定
性
二
乗
と
畢
竟
無
性
は
決
し
て
成
仏
で
き
な
い
と
す
る
法
相
宗
の
主
張
に
対
し
、
源
信
は
詳
細
に
経
論
の
言
葉
を
挙
げ
、
料
簡
問
答
を
重
ね
て
反
論
し
て
い
く
。
そ
の
思
想
的
な
言
説
は
日
本
の
仏
教
史
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
学
ん
だ
法
然
や
親
鸞
が
、
こ
の
書
物
の
内
容
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
但
し
源
信
が
『
一
乗
要
決
』
に
『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
の
文
を
引
用
す
る
の
は
、『
法
華
経
』
以
外
の
余
経
に
お
い
て
、「
一
乗
真
実
」
を
証
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
法
華
一
乗
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
助
成
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
言
は
、
一
乗
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
不
可
欠
な
言
葉
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
一
乗
要
決
』
と
「
行
巻
」
一
乗
釈
で
は
、
文
言
に
託
さ
れ
て
い
る
課
題
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
そ
の
上
で
、『
一
乗
要
決
』
に
引
文
さ
れ
る
『
勝
鬘
経
』
の
文
言
と
一
乗
釈
御
自
釈
と
の
相
違
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
①
一
乗
釈
の
冒
頭
に
あ
た
る
箇
所
は
、『
一
乗
要
決
』
の
引
文
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
卽
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
卽
是
一
（
）
7
33
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
菩
提
。」
と
な
っ
て
お
り
、
一
乗
釈
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。」、「
卽
是
」、「
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。」
の
文
言
が
な
い
。（『
勝
鬘
経
』
と
の
相
違
に
お
い
て
指
摘
し
た
①
と
同
一
）
②
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
、「
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
菩
提
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。」
で
あ
る
。
③
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
如
來
法
身
」
で
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
涅
槃
界
者
卽
是
究
竟
法
身
」
で
あ
る
。（
前
出
の
③
と
同
一
）
④
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
「
得
究
竟
法
身
者
。
卽
究
竟
一
乘
」
で
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
得
究
竟
法
身
者
。
則
究
竟
一
乘
」
で
あ
る
。（『
勝
鬘
経
』
は
、『
一
乗
要
決
』
と
は
異
な
り
、
一
乗
釈
と
同
じ
「
則
」
で
あ
る
）
⑤
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
、「
究
竟
法
身
者
。
卽
究
竟
一
乘
。
究
竟
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
と
あ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
究
竟
一
乘
者
卽
是
無
邊
不
斷
」
で
あ
る
。
⑥
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
、「
無
邊
不
斷
」
に
つ
づ
く
「
三
帰
依
」
に
つ
い
て
の
経
言
が
引
文
さ
れ
ず
、「
乃
至
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
乃
至
」
の
文
字
は
な
く
、「
三
帰
依
」
の
経
言
も
な
い
。
⑦
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
で
は
「
乃
至
」
の
次
に
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
大
乘
無
有
二
乘
。
二
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
説
か
れ
る
が
、
一
乗
釈
で
は
「
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
說
。
卽
是
」
の
文
は
な
く
、「
大
乘
無
有
二
乘
三
乘
。
二
乘
三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
卽
第
一
義
乘
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
内
容
か
ら
特
徴
的
な
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
④
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
一
乗
要
決
』
よ
り
も
『
勝
鬘
経
』
に
近
い
言
葉
遣
い
が
、
一
乗
釈
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑥
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
『
一
乗
要
決
』
の
「
乃
至
」
の
箇
所
が
、
一
乗
釈
に
記
さ
れ
な
い
内
容
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
⑦
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
箇
所
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
34
け
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
法
住
が
語
る
よ
う
に
『
勝
鬘
経
』
で
は
な
く
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
の
み
を
、
こ
の
一
乗
釈
の
典
拠
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
よ
う
。
更
に
推
測
を
重
ね
る
な
ら
、
親
鸞
は
『
勝
鬘
経
』
の
経
言
と
『
一
乗
要
決
』
の
思
想
的
課
題
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
文
言
を
吟
味
し
、
そ
の
上
で
、
引
文
と
い
う
形
を
と
ら
ず
に
、
一
乗
釈
の
文
言
を
書
き
記
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
一
乗
釈
は
、『
勝
鬘
経
』
の
文
言
を
換
骨
奪
胎
し
、『
勝
鬘
経
』
の
思
想
的
な
背
景
か
ら
は
独
立
し
た
形
で
、
誓
願
一
仏
乗
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
、
一
言
一
句
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
文
言
と
し
て
『
教
行
信
証
』
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
意
義
に
つ
い
て
　
で
は
、
そ
の
一
乗
釈
御
自
釈
の
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
言
一
乘
海ト
一者ハ
一
乘
者ハ
大
乘ナ
リ
大
乘
者ハ
佛
乘ナ
リ 
　
　
こ
の
一
乗
釈
冒
頭
の
御
自
釈
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
親
鸞
は
、「
教
巻
」
に
お
い
て
『
大
無
量
寿
経
』
に
明
ら
か
に
な
る
教
え
を
「
一
乗
究
竟
の
極
説
」
と
述
べ
、
更
に
「
行
巻
」
に
は
、
元
照
や
慈
雲
な
ど
諸
師
の
釈
を
通
し
て
、
本
願
の
念
仏
に
開
か
れ
る
教
え
こ
そ
一
乗
法
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
元
照
の
『
弥
陀
経
義
疏
』
に
あ
る
一
乘ノ極
唱
終
歸ヲ
咸ク
指ス
溢於ヲ
壱樂
邦
右
萬
行ノ
圓
修
最
勝ヲ
獨リ
推ユツ
ル溢於ニ
壱果
號
一
の
文
を
引
き
、『
華
厳
経
』、『
法
華
経
』、『
涅
槃
経
』
な
ど
一
乗
の
教
え
を
高
く
掲
げ
る
経
典
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
「
終
帰
」
つ
い
に
帰
す
所
は
浄
土
の
教
え
で
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
の
尊
号
に
明
ら
か
に
な
る
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
本
願
念
仏
の
仏
道
を
、
全
て
の
教
え
が
最
終
的
に
帰
す
最
も
勝
れ
た
「
一
乗
究
竟
」
の
教
え
と
し
て
明
か
す
言
葉
で
あ
る
。
更
に
、
元
照
の
引
文
で
は
、
（
）
8
（
）
9
（
）
10
（
）
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大
智
唱トナ
ヘ
テ
云
圓
頓
一
乘ナ
リ
純
一ニ
シ
テ
無シ
ト壱雜
一已上
と
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
円
か
に
満
ち
、
す
み
や
か
に
生
死
の
迷
い
を
超
え
て
い
く
こ
と
を
実
現
す
る
一
乗
の
教
え
は
、「
純
一
無
雜
」
つ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
も
雑
す
る
こ
と
の
な
い
た
だ
一
つ
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
　
そ
う
す
る
と
、「
行
巻
」
の
一
乗
釈
と
は
、
大
行
を
顕
ら
か
に
す
る
「
行
巻
」
全
体
の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
に
諸
師
の
言
明
を
一
つ
の
起
点
と
し
な
が
ら
、
更
に
そ
の
道
理
を
深
く
掘
り
下
げ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
箇
所
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
の
こ
と
を
受
け
て
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
冒
頭
の
箇
所
を
精
読
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
『
勝
鬘
経
』
あ
る
い
は
『
一
乗
要
決
』
と
の
相
違
に
お
い
て
指
摘
し
た
冒
頭
の
文
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
う
一
度
、『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
と
一
乗
釈
の
違
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
　
『
勝
鬘
経
』
…
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
卽
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
　
「
一
乗
釈
」
…
大
乘
者ハ
佛
乘ナ
リ
 
得ル
壱一
乘ヲ
一者ハ 
得ル
ナ
リ　壱阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提ヲ
一
　
こ
の
よ
う
に
一
乗
釈
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
」、「
卽
是
」、「
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
」
の
文
言
が
な
い
が
、
こ
の
相
違
は
、
何
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
。
　
こ
こ
で
の
『
勝
鬘
経
』
の
文
意
は
、「
声
聞
、
縁
覚
の
二
乗
は
（
最
終
的
に
）
す
べ
て
大
乗
の
教
え
に
帰
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
乗
と
は
仏
乗
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
三
乗
の
教
え
は
と
り
も
な
お
さ
ず
一
乗
の
教
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
一
乗
釈
御
自
釈
の
最
後
に
、「
二
乘
三
乘
者ハ
入ラ
溢シメ
ム
ト
ナ
リ
於
壱一
乘
一」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、「
声
聞
、
縁
覚
の
二
乗
が
皆
一
乗
に
入
る
」
こ
と
を
説
き
明
か
す
経
言
は
、
一
乗
釈
の
内
容
と
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
大
き
な
課
題
と
な
る
言
葉
は
、「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
法
然
、
親
鸞
当
時
、
こ
の
『
勝
鬘
経
』
の
文
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。
殊
に
こ
の
「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
い
う
経
言
に
対
し
て
は
、
親
鸞
が
法
然
門
下
に
て
共
に
聞
法
し
研
鑽
を
積
ん
だ
（
）
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34
け
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
法
住
が
語
る
よ
う
に
『
勝
鬘
経
』
で
は
な
く
『
一
乗
要
決
』
の
引
文
の
み
を
、
こ
の
一
乗
釈
の
典
拠
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
よ
う
。
更
に
推
測
を
重
ね
る
な
ら
、
親
鸞
は
『
勝
鬘
経
』
の
経
言
と
『
一
乗
要
決
』
の
思
想
的
課
題
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
文
言
を
吟
味
し
、
そ
の
上
で
、
引
文
と
い
う
形
を
と
ら
ず
に
、
一
乗
釈
の
文
言
を
書
き
記
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
一
乗
釈
は
、『
勝
鬘
経
』
の
文
言
を
換
骨
奪
胎
し
、『
勝
鬘
経
』
の
思
想
的
な
背
景
か
ら
は
独
立
し
た
形
で
、
誓
願
一
仏
乗
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
、
一
言
一
句
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
文
言
と
し
て
『
教
行
信
証
』
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
意
義
に
つ
い
て
　
で
は
、
そ
の
一
乗
釈
御
自
釈
の
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
言
一
乘
海ト
一者ハ
一
乘
者ハ
大
乘ナ
リ
大
乘
者ハ
佛
乘ナ
リ 
　
　
こ
の
一
乗
釈
冒
頭
の
御
自
釈
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
親
鸞
は
、「
教
巻
」
に
お
い
て
『
大
無
量
寿
経
』
に
明
ら
か
に
な
る
教
え
を
「
一
乗
究
竟
の
極
説
」
と
述
べ
、
更
に
「
行
巻
」
に
は
、
元
照
や
慈
雲
な
ど
諸
師
の
釈
を
通
し
て
、
本
願
の
念
仏
に
開
か
れ
る
教
え
こ
そ
一
乗
法
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
元
照
の
『
弥
陀
経
義
疏
』
に
あ
る
一
乘ノ極
唱
終
歸ヲ
咸ク
指ス
溢於ヲ
壱樂
邦
右
萬
行ノ
圓
修
最
勝ヲ
獨リ
推ユツ
ル溢於ニ
壱果
號
一
の
文
を
引
き
、『
華
厳
経
』、『
法
華
経
』、『
涅
槃
経
』
な
ど
一
乗
の
教
え
を
高
く
掲
げ
る
経
典
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
「
終
帰
」
つ
い
に
帰
す
所
は
浄
土
の
教
え
で
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
の
尊
号
に
明
ら
か
に
な
る
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
本
願
念
仏
の
仏
道
を
、
全
て
の
教
え
が
最
終
的
に
帰
す
最
も
勝
れ
た
「
一
乗
究
竟
」
の
教
え
と
し
て
明
か
す
言
葉
で
あ
る
。
更
に
、
元
照
の
引
文
で
は
、
（
）
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大
智
唱トナ
ヘ
テ
云
圓
頓
一
乘ナ
リ
純
一ニ
シ
テ
無シ
ト壱雜
一已上
と
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
円
か
に
満
ち
、
す
み
や
か
に
生
死
の
迷
い
を
超
え
て
い
く
こ
と
を
実
現
す
る
一
乗
の
教
え
は
、「
純
一
無
雜
」
つ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
も
雑
す
る
こ
と
の
な
い
た
だ
一
つ
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
　
そ
う
す
る
と
、「
行
巻
」
の
一
乗
釈
と
は
、
大
行
を
顕
ら
か
に
す
る
「
行
巻
」
全
体
の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
に
諸
師
の
言
明
を
一
つ
の
起
点
と
し
な
が
ら
、
更
に
そ
の
道
理
を
深
く
掘
り
下
げ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
箇
所
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
の
こ
と
を
受
け
て
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
冒
頭
の
箇
所
を
精
読
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
『
勝
鬘
経
』
あ
る
い
は
『
一
乗
要
決
』
と
の
相
違
に
お
い
て
指
摘
し
た
冒
頭
の
文
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
う
一
度
、『
勝
鬘
経
』「
一
乗
章
」
と
一
乗
釈
の
違
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
　
『
勝
鬘
経
』
…
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
卽
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
　
「
一
乗
釈
」
…
大
乘
者ハ
佛
乘ナ
リ
 
得ル
壱一
乘ヲ
一者ハ 
得ル
ナ
リ　壱阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提ヲ
一
　
こ
の
よ
う
に
一
乗
釈
に
は
「
聲
聞
緣
覺
乘
皆
入
大
乘
」、「
卽
是
」、「
是
故
三
乘
卽
是
一
乘
」
の
文
言
が
な
い
が
、
こ
の
相
違
は
、
何
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
。
　
こ
こ
で
の
『
勝
鬘
経
』
の
文
意
は
、「
声
聞
、
縁
覚
の
二
乗
は
（
最
終
的
に
）
す
べ
て
大
乗
の
教
え
に
帰
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
乗
と
は
仏
乗
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
三
乗
の
教
え
は
と
り
も
な
お
さ
ず
一
乗
の
教
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
一
乗
釈
御
自
釈
の
最
後
に
、「
二
乘
三
乘
者ハ
入ラ
溢シメ
ム
ト
ナ
リ
於
壱一
乘
一」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、「
声
聞
、
縁
覚
の
二
乗
が
皆
一
乗
に
入
る
」
こ
と
を
説
き
明
か
す
経
言
は
、
一
乗
釈
の
内
容
と
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
大
き
な
課
題
と
な
る
言
葉
は
、「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
法
然
、
親
鸞
当
時
、
こ
の
『
勝
鬘
経
』
の
文
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。
殊
に
こ
の
「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
い
う
経
言
に
対
し
て
は
、
親
鸞
が
法
然
門
下
に
て
共
に
聞
法
し
研
鑽
を
積
ん
だ
（
）
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と
考
え
ら
れ
る
證
空
の
言
及
が
残
さ
れ
て
い
る
。
法
然
の
明
ら
か
に
し
た
専
修
念
仏
の
仏
道
こ
そ
「
一
乗
」
仏
教
の
内
実
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
頷
き
を
も
ち
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
門
弟
と
し
て
、
親
鸞
と
共
に
、
證
空
、
幸
西
、
隆
寛
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
證
空
が
、
こ
の
『
勝
鬘
経
』
の
一
乗
章
の
文
言
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
は
親
鸞
当
時
の
思
想
を
考
え
る
上
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
更
に
、
證
空
に
は
禅
林
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
一
乗
要
決
』
の
手
沢
本
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
彼
が
「
弘
願
の
一
乗
」
を
究
明
す
る
中
に
言
及
す
る
「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
い
う
言
葉
の
理
解
は
、
親
鸞
の
一
乗
釈
と
の
緊
張
関
係
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
思
索
で
あ
ろ
う
。
　
證
空
が
『
勝
鬘
経
』
に
言
及
す
る
箇
所
は
、
弘
願
一
乗
を
考
察
す
る
際
に
記
さ
れ
る
次
の
問
い
の
中
に
あ
る
。
問
曰
。
諸
敎ノ
習ヒ
。
一
乘ト
者
。
佛
乘
也
。
佛
乘ト
者
。
實
相ノ
理
也
。
實
相ノ
一
理
。
凡
聖
無シ
飲隔
。
仍テ
一
乘
也
。
今ノ
法
華ニ
ハ
十
方
佛
土
中
。
唯
有
一
乘
法
云
云
。
勝
鬘
經ニ
ハ。
大
乘ト
者
。
卽
是レ
佛
乘ナ
リ。
是ノ
故ニ
三
乘ハ
卽
是レ
一
乘ナ
リ
云
云
。
此
等ノ
諸
經ハ
皆
以
壱實
相ノ
一
理ヲ
一云
壱一
乘ト
右
今
師
何ソ
以テ
壱弘
願
之
一
行ヲ
一立玉
フ壱一
乘ト
一哉
。
若シ
弘
願ヲ
立
壱一
乘ト
右
又
許ハ
溢實
相ヲ
立ト
壱一
乘ト
右
二
乘ノ
謂ニ
シ
テ　。一
乘ノ
義
破シ
ナ
ン　。云
何
。
（『
観
経
疏
他
筆
鈔
』・『
西
山
全
書
』
第
四
巻
　
二
七
一
頁
）
　
こ
の
問
い
は
、
諸
教
に
お
い
て
一
乗
は
「
実
相
の
一
理
」
つ
ま
り
諸
法
実
相
の
理
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、「
弘
願
の
一
行
」
を
一
乗
と
立
て
る
こ
と
は
な
く
、
敢
え
て
弘
願
を
一
乗
と
言
う
な
ら
、
諸
法
実
相
の
理
と
並
立
し
て
、
二
乗
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
乗
の
義
を
破
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
證
空
の
応
答
に
つ
い
て
は
詳
論
し
な
い
が
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
実
相
の
一
理
」
を
証
す
る
経
言
と
し
て
、『
法
華
経
』
の
「
十
方
佛
土
中
。
唯
有
一
乘
法
」
に
続
き
、『
勝
鬘
経
』
の
「
大
乘ト
者
。
卽
是レ
佛
乘ナ
リ。
是ノ
故ニ
三
乘ハ
卽
是レ
一
乘ナ
リ」
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
勝
鬘
経
』
に
お
け
る
「
三
乗
即
是
一
乗
」
の
文
言
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
」
の
理
を
端
的
に
証
し
す
る
経
言
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
證
空
の
教
学
に
お
い
て
は
実
際
の
求
道
で
は
、
す
べ
て
の
衆
生
が
斉
し
く
生
死
を
超
え
る
正
因
は
弘
願
の
一
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
明
（
）
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（
）
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か
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
證
空
は
、
天
台
宗
の
開
会
と
い
う
思
想
を
援
用
し
、
弘
願
一
乗
の
教
え
を
成
就
し
た
上
は
、
諸
経
に
明
か
さ
れ
る
一
乗
、
三
乗
の
教
え
は
そ
れ
ぞ
れ
に
説
か
れ
る
意
義
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
弘
願
の
一
乗
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
證
空
に
と
っ
て
、「
三
乗
即
是
一
乗
」
の
文
言
は
文
字
通
り
「
三
乗
の
教
え
が
と
り
も
な
お
さ
ず
一
乗
の
教
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
三
乗
と
一
乗
と
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
成
り
立
つ
こ
と
を
教
え
示
す
経
言
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
三
乗
と
一
乗
と
の
関
係
が
『
法
華
経
』
に
基
づ
く
諸
法
実
相
の
理
に
裏
付
け
ら
れ
る
点
か
ら
言
え
ば
、
證
空
が
『
法
華
経
』
と
『
勝
鬘
経
』
を
並
べ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
理
解
で
き
る
。
　
證
空
に
お
け
る
弘
願
一
乗
の
究
明
の
姿
勢
は
、
以
上
の
よ
う
に
弘
願
一
乗
の
教
え
と
、
そ
れ
以
外
の
諸
経
の
教
え
に
お
い
て
開
会
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
、
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
を
課
題
と
す
る
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
な
ぜ
『
法
華
経
』
を
引
用
し
な
い
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
時
、
こ
の
證
空
の
思
想
は
、
大
き
な
視
点
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
證
空
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
と
『
勝
鬘
経
』
を
、「
諸
法
実
相
の
理
」
を
明
か
す
教
え
と
し
て
理
解
す
る
背
景
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
一
乗
」
を
明
ら
か
に
す
る
箇
所
で
、『
勝
鬘
経
』
と
い
う
経
典
の
名
を
出
す
こ
と
な
く
、
ま
た
『
法
華
経
』
の
「
実
相
の
理
」
を
端
的
に
教
示
す
る
「
三
乗
即
是
一
乗
」
の
経
言
に
ま
っ
た
く
言
及
す
る
こ
と
が
な
い
親
鸞
の
姿
勢
は
、
證
空
が
援
用
し
た
天
台
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
の
理
」
に
対
す
る
一
貫
し
た
批
判
吟
味
の
視
座
を
表
し
て
い
る
。
　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
言
一
乘
海ト
一者ハ
一
乘
者ハ
大
乘ナ
リ
大
乘
者ハ
佛
乘ナ
リ」
と
は
、
一
乗
こ
そ
、
大
乗
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
乗
と
は
、
仏
乗
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
親
鸞
の
宣
言
で
あ
り
、「
諸
法
実
相
の
理
」
を
掲
げ
て
一
仏
乗
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
思
想
に
対
す
る
明
確
な
批
判
吟
味
の
内
実
を
持
つ
思
想
的
な
表
明
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
こ
の
端
的
な
表
現
は
、
当
時
の
仏
教
界
あ
る
い
は
法
然
の
門
下
の
様
々
な
思
想
的
な
展
開
と
の
緊
張
関
係
の
上
で
、
親
鸞
の
思
索
を
凝
集
的
に
表
わ
し
た
も
の
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
上
で
親
鸞
は
「
一
乗
を
得
る
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
36
と
考
え
ら
れ
る
證
空
の
言
及
が
残
さ
れ
て
い
る
。
法
然
の
明
ら
か
に
し
た
専
修
念
仏
の
仏
道
こ
そ
「
一
乗
」
仏
教
の
内
実
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
頷
き
を
も
ち
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
門
弟
と
し
て
、
親
鸞
と
共
に
、
證
空
、
幸
西
、
隆
寛
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
證
空
が
、
こ
の
『
勝
鬘
経
』
の
一
乗
章
の
文
言
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
は
親
鸞
当
時
の
思
想
を
考
え
る
上
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
更
に
、
證
空
に
は
禅
林
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
一
乗
要
決
』
の
手
沢
本
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
彼
が
「
弘
願
の
一
乗
」
を
究
明
す
る
中
に
言
及
す
る
「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
い
う
言
葉
の
理
解
は
、
親
鸞
の
一
乗
釈
と
の
緊
張
関
係
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
思
索
で
あ
ろ
う
。
　
證
空
が
『
勝
鬘
経
』
に
言
及
す
る
箇
所
は
、
弘
願
一
乗
を
考
察
す
る
際
に
記
さ
れ
る
次
の
問
い
の
中
に
あ
る
。
問
曰
。
諸
敎ノ
習ヒ
。
一
乘ト
者
。
佛
乘
也
。
佛
乘ト
者
。
實
相ノ
理
也
。
實
相ノ
一
理
。
凡
聖
無シ
飲隔
。
仍テ
一
乘
也
。
今ノ
法
華ニ
ハ
十
方
佛
土
中
。
唯
有
一
乘
法
云
云
。
勝
鬘
經ニ
ハ。
大
乘ト
者
。
卽
是レ
佛
乘ナ
リ。
是ノ
故ニ
三
乘ハ
卽
是レ
一
乘ナ
リ
云
云
。
此
等ノ
諸
經ハ
皆
以
壱實
相ノ
一
理ヲ
一云
壱一
乘ト
右
今
師
何ソ
以テ
壱弘
願
之
一
行ヲ
一立玉
フ壱一
乘ト
一哉
。
若シ
弘
願ヲ
立
壱一
乘ト
右
又
許ハ
溢實
相ヲ
立ト
壱一
乘ト
右
二
乘ノ
謂ニ
シ
テ　。一
乘ノ
義
破シ
ナ
ン　。云
何
。
（『
観
経
疏
他
筆
鈔
』・『
西
山
全
書
』
第
四
巻
　
二
七
一
頁
）
　
こ
の
問
い
は
、
諸
教
に
お
い
て
一
乗
は
「
実
相
の
一
理
」
つ
ま
り
諸
法
実
相
の
理
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、「
弘
願
の
一
行
」
を
一
乗
と
立
て
る
こ
と
は
な
く
、
敢
え
て
弘
願
を
一
乗
と
言
う
な
ら
、
諸
法
実
相
の
理
と
並
立
し
て
、
二
乗
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
乗
の
義
を
破
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
證
空
の
応
答
に
つ
い
て
は
詳
論
し
な
い
が
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
実
相
の
一
理
」
を
証
す
る
経
言
と
し
て
、『
法
華
経
』
の
「
十
方
佛
土
中
。
唯
有
一
乘
法
」
に
続
き
、『
勝
鬘
経
』
の
「
大
乘ト
者
。
卽
是レ
佛
乘ナ
リ。
是ノ
故ニ
三
乘ハ
卽
是レ
一
乘ナ
リ」
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
勝
鬘
経
』
に
お
け
る
「
三
乗
即
是
一
乗
」
の
文
言
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
」
の
理
を
端
的
に
証
し
す
る
経
言
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
證
空
の
教
学
に
お
い
て
は
実
際
の
求
道
で
は
、
す
べ
て
の
衆
生
が
斉
し
く
生
死
を
超
え
る
正
因
は
弘
願
の
一
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
明
（
）
13
（
）
14
37
か
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
證
空
は
、
天
台
宗
の
開
会
と
い
う
思
想
を
援
用
し
、
弘
願
一
乗
の
教
え
を
成
就
し
た
上
は
、
諸
経
に
明
か
さ
れ
る
一
乗
、
三
乗
の
教
え
は
そ
れ
ぞ
れ
に
説
か
れ
る
意
義
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
弘
願
の
一
乗
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
證
空
に
と
っ
て
、「
三
乗
即
是
一
乗
」
の
文
言
は
文
字
通
り
「
三
乗
の
教
え
が
と
り
も
な
お
さ
ず
一
乗
の
教
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
三
乗
と
一
乗
と
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
成
り
立
つ
こ
と
を
教
え
示
す
経
言
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
三
乗
と
一
乗
と
の
関
係
が
『
法
華
経
』
に
基
づ
く
諸
法
実
相
の
理
に
裏
付
け
ら
れ
る
点
か
ら
言
え
ば
、
證
空
が
『
法
華
経
』
と
『
勝
鬘
経
』
を
並
べ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
理
解
で
き
る
。
　
證
空
に
お
け
る
弘
願
一
乗
の
究
明
の
姿
勢
は
、
以
上
の
よ
う
に
弘
願
一
乗
の
教
え
と
、
そ
れ
以
外
の
諸
経
の
教
え
に
お
い
て
開
会
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
、
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
を
課
題
と
す
る
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
な
ぜ
『
法
華
経
』
を
引
用
し
な
い
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
時
、
こ
の
證
空
の
思
想
は
、
大
き
な
視
点
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
證
空
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
と
『
勝
鬘
経
』
を
、「
諸
法
実
相
の
理
」
を
明
か
す
教
え
と
し
て
理
解
す
る
背
景
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
一
乗
」
を
明
ら
か
に
す
る
箇
所
で
、『
勝
鬘
経
』
と
い
う
経
典
の
名
を
出
す
こ
と
な
く
、
ま
た
『
法
華
経
』
の
「
実
相
の
理
」
を
端
的
に
教
示
す
る
「
三
乗
即
是
一
乗
」
の
経
言
に
ま
っ
た
く
言
及
す
る
こ
と
が
な
い
親
鸞
の
姿
勢
は
、
證
空
が
援
用
し
た
天
台
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
の
理
」
に
対
す
る
一
貫
し
た
批
判
吟
味
の
視
座
を
表
し
て
い
る
。
　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
言
一
乘
海ト
一者ハ
一
乘
者ハ
大
乘ナ
リ
大
乘
者ハ
佛
乘ナ
リ」
と
は
、
一
乗
こ
そ
、
大
乗
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
乗
と
は
、
仏
乗
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
親
鸞
の
宣
言
で
あ
り
、「
諸
法
実
相
の
理
」
を
掲
げ
て
一
仏
乗
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
思
想
に
対
す
る
明
確
な
批
判
吟
味
の
内
実
を
持
つ
思
想
的
な
表
明
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
こ
の
端
的
な
表
現
は
、
当
時
の
仏
教
界
あ
る
い
は
法
然
の
門
下
の
様
々
な
思
想
的
な
展
開
と
の
緊
張
関
係
の
上
で
、
親
鸞
の
思
索
を
凝
集
的
に
表
わ
し
た
も
の
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
上
で
親
鸞
は
「
一
乗
を
得
る
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
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得ル
壱一
乘ヲ
一者ハ
得ル
ナ
リ　壱阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提ヲ
一阿
耨
菩
提
者ハ
卽
是
涅
槃
界ナ
リ
涅
槃
界
者ハ
卽
是
究
竟
法
身ナ
リ
得
壱究
竟
法
身ヲ
一者ハ
則
究
壱竟ス
ル
ナ
リ一
乘ヲ
一旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
如
來
一旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
法
身
一如
來ハ
卽
法
身ナ
リ
究
壱竟ス
ル
一
乘ヲ
一者ハ
卽
是
旡
邊
不
斷ナ
リ
　
こ
こ
で
親
鸞
は
、
一
乗
を
得
る
と
は
、
す
べ
て
の
仏
教
徒
の
課
題
で
あ
る
如
来
の
こ
の
上
な
い
智
慧
つ
ま
り
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
阿
耨
菩
提
と
は
涅
槃
界
で
あ
る
と
ま
ず
述
べ
る
。
涅
槃
界
と
は
「
旡
朙
の
ま
ど
ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
、
旡
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
」
さ
か
い
で
あ
る
。
こ
の
涅
槃
界
と
は
、
究
竟
法
身
、
つ
ま
り
仏
の
さ
と
り
を
究
め
尽
く
し
た
法
身
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
、
こ
の
究
竟
法
身
を
得
る
こ
と
が
、
一
乗
を
究
竟
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、
親
鸞
は
続
け
る
。
　
こ
の
親
鸞
の
思
索
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
親
鸞
に
お
け
る
仏
身
の
理
解
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
再
度
考
察
し
て
い
き
た
い
。
　
親
鸞
は
『
愚
禿
鈔
』
に
お
い
て
、
仏
（
身
）
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
　
　
　
　
：
就テ
壱佛ニ
一有リ
壱四
種
一 
・
一ニ
ハ
法
身
　
　
・
二ニ
ハ
報
身
 
・
三ニ
ハ
應
身
　
　
・
四ニ
ハ
化
身ナ
リ
　
　
　
　
：
就テ
壱法
身ニ
一有リ
壱二
種
一 
　
・
一ニ
ハ
法
性
法
身
 
　
・
二ニ
ハ
方
便
法
身ナ
リ
　
　
　
　
：
就テ
壱報
身ニ
一有リ
壱三
種
一 
　
・
一ニ
ハ
彌
陀
　
　
・
二ハ
釋
迦
 
　
・
三ハ
十
方
　
　
　
　
：
就テ
壱應
化ニ
一有リ
壱三
種
一 
　
・
一ハ
彌
陀
　
　
・
二ハ
釋
迦
 
　
・
三ハ
十
方
　
こ
こ
で
四
種
の
仏
身
中
、
報
身
、
応
身
、
化
身
の
三
種
に
つ
い
て
は
、
弥
陀
、
釈
迦
、
十
方
（
諸
仏
）
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
仏
身
と
し
て
親
鸞
は
捉
え
る
。
し
か
し
、
法
身
に
つ
い
て
は
法
性
法
身
と
方
便
法
身
と
い
う
二
種
を
以
て
そ
の
内
容
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
（
）
15
（
）
16
（
）
17
（
）
18
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も
と
よ
り
、
法
性
法
身
と
は
、
仏
陀
を
仏
陀
た
ら
し
め
る
根
源
で
あ
る
所
の
真
如
・
一
如
を
指
し
、
方
便
法
身
は
そ
の
真
如
の
具
体
的
根
源
的
な
動
態
を
指
す
言
葉
と
捉
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、「
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
る
」
法
性
法
身
が
、
い
ろ
、
か
た
ち
を
も
っ
て
、
現
れ
た
す
が
た
を
、
方
便
法
身
と
言
う
の
で
あ
る
。
　
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
一
乗
釈
に
お
け
る
「
究
竟
法
身
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
仏
た
ら
し
め
る
根
源
を
示
す
言
葉
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
法
身
そ
の
も
の
が
仏
（
身
）
の
根
源
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
を
よ
り
明
確
化
し
、「
究
竟
法
身
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
根
源
的
に
仏
た
ら
し
め
る
は
た
ら
き
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
生
み
出
す
根
源
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
を
最
も
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
究
竟
法
身
を
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
斉
し
く
成
仏
さ
せ
る
一
乗
の
教
え
を
究
竟
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
更
に
、
親
鸞
は
旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
如
來
一旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
法
身
一如
來ハ
卽
法
身ナ
リ
と
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
生
み
出
す
究
極
的
な
根
源
に
お
い
て
は
、
異
如
来
、
異
法
身
は
ま
し
ま
す
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
如
来
は
す
べ
て
究
極
的
な
法
身
か
ら
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
如
来
は
法
身
と
別
に
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
究
壱竟ス
ル
一
乗ヲ
一者ハ
卽
是
旡
邊
不
斷ナ
リ
と
示
し
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
区
別
な
く
斉
し
く
成
仏
さ
せ
る
一
乗
を
究
竟
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
は
た
ら
き
が
、
十
方
の
世
界
に
充
ち
満
ち
て
際
限
な
く
（
無
辺
）、
し
か
も
過
去
よ
り
未
来
際
を
尽
く
し
て
断
え
る
こ
と
が
な
く
存
在
す
る
（
不
断
）
こ
と
で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
。
　
一
乗
を
得
る
と
は
、
仏
を
仏
た
ら
し
め
る
根
源
的
な
は
た
ら
き
で
あ
る
法
身
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
道
理
を
、
以
上
の
よ
う
に
究
38
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壱一
乘ヲ
一者ハ
得ル
ナ
リ　壱阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提ヲ
一阿
耨
菩
提
者ハ
卽
是
涅
槃
界ナ
リ
涅
槃
界
者ハ
卽
是
究
竟
法
身ナ
リ
得
壱究
竟
法
身ヲ
一者ハ
則
究
壱竟ス
ル
ナ
リ一
乘ヲ
一旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
如
來
一旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
法
身
一如
來ハ
卽
法
身ナ
リ
究
壱竟ス
ル
一
乘ヲ
一者ハ
卽
是
旡
邊
不
斷ナ
リ
　
こ
こ
で
親
鸞
は
、
一
乗
を
得
る
と
は
、
す
べ
て
の
仏
教
徒
の
課
題
で
あ
る
如
来
の
こ
の
上
な
い
智
慧
つ
ま
り
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
阿
耨
菩
提
と
は
涅
槃
界
で
あ
る
と
ま
ず
述
べ
る
。
涅
槃
界
と
は
「
旡
朙
の
ま
ど
ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
、
旡
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
」
さ
か
い
で
あ
る
。
こ
の
涅
槃
界
と
は
、
究
竟
法
身
、
つ
ま
り
仏
の
さ
と
り
を
究
め
尽
く
し
た
法
身
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
、
こ
の
究
竟
法
身
を
得
る
こ
と
が
、
一
乗
を
究
竟
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、
親
鸞
は
続
け
る
。
　
こ
の
親
鸞
の
思
索
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
親
鸞
に
お
け
る
仏
身
の
理
解
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
再
度
考
察
し
て
い
き
た
い
。
　
親
鸞
は
『
愚
禿
鈔
』
に
お
い
て
、
仏
（
身
）
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
　
　
　
　
：
就テ
壱佛ニ
一有リ
壱四
種
一 
・
一ニ
ハ
法
身
　
　
・
二ニ
ハ
報
身
 
・
三ニ
ハ
應
身
　
　
・
四ニ
ハ
化
身ナ
リ
　
　
　
　
：
就テ
壱法
身ニ
一有リ
壱二
種
一 
　
・
一ニ
ハ
法
性
法
身
 
　
・
二ニ
ハ
方
便
法
身ナ
リ
　
　
　
　
：
就テ
壱報
身ニ
一有リ
壱三
種
一 
　
・
一ニ
ハ
彌
陀
　
　
・
二ハ
釋
迦
 
　
・
三ハ
十
方
　
　
　
　
：
就テ
壱應
化ニ
一有リ
壱三
種
一 
　
・
一ハ
彌
陀
　
　
・
二ハ
釋
迦
 
　
・
三ハ
十
方
　
こ
こ
で
四
種
の
仏
身
中
、
報
身
、
応
身
、
化
身
の
三
種
に
つ
い
て
は
、
弥
陀
、
釈
迦
、
十
方
（
諸
仏
）
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
仏
身
と
し
て
親
鸞
は
捉
え
る
。
し
か
し
、
法
身
に
つ
い
て
は
法
性
法
身
と
方
便
法
身
と
い
う
二
種
を
以
て
そ
の
内
容
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
（
）
15
（
）
16
（
）
17
（
）
18
39
　
も
と
よ
り
、
法
性
法
身
と
は
、
仏
陀
を
仏
陀
た
ら
し
め
る
根
源
で
あ
る
所
の
真
如
・
一
如
を
指
し
、
方
便
法
身
は
そ
の
真
如
の
具
体
的
根
源
的
な
動
態
を
指
す
言
葉
と
捉
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、「
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
る
」
法
性
法
身
が
、
い
ろ
、
か
た
ち
を
も
っ
て
、
現
れ
た
す
が
た
を
、
方
便
法
身
と
言
う
の
で
あ
る
。
　
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
一
乗
釈
に
お
け
る
「
究
竟
法
身
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
仏
た
ら
し
め
る
根
源
を
示
す
言
葉
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
法
身
そ
の
も
の
が
仏
（
身
）
の
根
源
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
を
よ
り
明
確
化
し
、「
究
竟
法
身
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
根
源
的
に
仏
た
ら
し
め
る
は
た
ら
き
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
生
み
出
す
根
源
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
を
最
も
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
究
竟
法
身
を
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
斉
し
く
成
仏
さ
せ
る
一
乗
の
教
え
を
究
竟
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
更
に
、
親
鸞
は
旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
如
來
一旡マシ
壱マサ
ス
異コ
ト
法
身
一如
來ハ
卽
法
身ナ
リ
と
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
生
み
出
す
究
極
的
な
根
源
に
お
い
て
は
、
異
如
来
、
異
法
身
は
ま
し
ま
す
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
如
来
は
す
べ
て
究
極
的
な
法
身
か
ら
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
如
来
は
法
身
と
別
に
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
究
壱竟ス
ル
一
乗ヲ
一者ハ
卽
是
旡
邊
不
斷ナ
リ
と
示
し
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
区
別
な
く
斉
し
く
成
仏
さ
せ
る
一
乗
を
究
竟
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
は
た
ら
き
が
、
十
方
の
世
界
に
充
ち
満
ち
て
際
限
な
く
（
無
辺
）、
し
か
も
過
去
よ
り
未
来
際
を
尽
く
し
て
断
え
る
こ
と
が
な
く
存
在
す
る
（
不
断
）
こ
と
で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
。
　
一
乗
を
得
る
と
は
、
仏
を
仏
た
ら
し
め
る
根
源
的
な
は
た
ら
き
で
あ
る
法
身
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
道
理
を
、
以
上
の
よ
う
に
究
40
明
す
る
親
鸞
は
、
更
に
大
乘ハ
旡シ
溢有コ
ト壱二
乘
三
乘
一二
乘
三
乘
者ハ
入ラ
溢シメ
ム
ト
ナ
リ
於
壱一
乘
一
乘
者ハ
卽
第
一
義
乘ナ
リ
唯
是
誓
願
一
佛
乘
也
と
記
し
、
一
乗
、
仏
乗
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
大
乗
に
は
、
二
乗
、
三
乗
の
教
え
は
存
在
せ
ず
、
換
言
す
れ
ば
、
一
乗
と
、
二
乗
三
乗
と
が
矛
盾
な
く
共
に
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
声
聞
乗
、
縁
覚
乗
、
菩
薩
乗
の
教
え
は
全
て
一
乗
に
帰
入
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
の
で
あ
り
、
一
乗
の
教
え
こ
そ
が
比
類
な
き
も
っ
と
も
勝
れ
た
教
え
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
唯
一
誓
願
一
仏
乗
と
し
て
の
み
実
現
し
う
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
誓
願
一
仏
乗
」
の
宣
言
は
、
一
乗
釈
に
展
開
さ
れ
る
「
阿
耨
菩
提
」「
涅
槃
界
」「
究
竟
法
身
」「
究
竟
一
乗
」「
無
辺
不
断
」
の
内
実
が
、
本
願
の
仏
道
の
道
理
に
よ
っ
て
、
実
質
を
も
っ
て
一
切
の
衆
生
に
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
開
き
顕
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
本
願
の
道
理
と
一
乗
釈
で
言
及
さ
れ
る
内
容
と
を
詳
細
に
究
明
す
る
こ
と
は
、『
教
行
信
証
』
全
体
、
更
に
は
親
鸞
の
す
べ
て
の
著
作
に
亘
っ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
乗
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
法
身
と
本
願
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
思
索
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。
　
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
一
如
・
法
身
の
根
源
的
動
態
と
し
て
の
本
願
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
「
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
藏
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お
こ
し
て
あ
ら
わ
れ
た
ま
ふ
御
か
た
ち
お
ば
、
世
親
菩
薩
は
盡
十
方
旡
㝵
光
如
來
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。」
と
述
べ
る
。
法
性
法
身
が
か
た
ち
を
現
し
御
な
を
し
め
し
て
、
一
切
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
る
躍
動
的
な
法
身
の
動
態
と
し
て
本
願
の
主
体
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
を
親
鸞
は
推
究
す
る
。
ま
た
こ
の
言
葉
に
つ
づ
け
て
「
こ
の
如
來
を
報
身
と
ま
ふ
す
、
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
へ
る
ゆ
へ
に
報
身
如
來
と
ま
ふ
す
な
り
」
と
展
開
し
、
本
願
の
主
体
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
が
本
願
に
報
い
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
成
仏
し
て
い
く
教
説
の
意
義
を
法
身
の
は
た
ら
き
と
し
て
聞
思
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
本
願
の
発
起
と
本
願
の
成
就
を
あ
ら
わ
す
如
来
を
、
十
方
諸
仏
の
中
の
一
仏
と
し
て
で
は
な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
仏
を
仏
た
ら
し
め
る
法
身
の
根
源
的
な
は
た
ら
き
」
と
し
て
明
か
し
、
一
切
衆
生
に
無
邊
不
断
に
は
た
ら
き
続
け
る
、
（
）
19
（
）
20
41
大
悲
誓
願
の
業
因
に
報
い
た
報
身
如
来
と
し
て
究
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
願
と
法
身
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
思
索
に
よ
っ
て
、
一
乗
釈
御
自
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
表
現
が
、
そ
の
内
実
を
本
願
の
道
理
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
徹
底
し
て
聞
き
開
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
た
い
が
、
大
乗
仏
教
の
根
本
課
題
で
あ
る
一
乗
の
道
理
を
深
く
掘
り
下
げ
な
が
ら
、
本
願
の
意
義
を
そ
の
根
源
に
ま
で
遡
り
究
明
す
る
親
鸞
の
思
索
に
よ
っ
て
、
一
乗
釈
は
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
の
引
文
の
考
察
に
移
る
こ
と
と
す
る
。
三
、
一
乗
釈
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
と
『
華
厳
経
』
の
引
文
に
つ
い
て
　
そ
れ
で
は
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
後
に
続
く
、『
涅
槃
経
』
の
四
文
、『
華
厳
経
』
の
一
文
を
見
て
い
き
た
い
。
『
涅
槃
經ニ
』
言
善
男
子
實
諦
者ハ
名テ
曰
大
乘ト
非ル
壱大
乘
一者ハ
不ス
溢名
壱實
諦ト
一善
男
子
實
諦
者ハ
是
佛ノ
所
說ナ
リ
非ス
壱魔ノ
所
說ニ
一若シ
是
魔
說ハ
非レ
ハ壱佛
說ニ
一不ス
溢名
壱實
諦ト
一善
男
子
實
諦
者ハ
一
道
淸ニ
シ
テ
 
淨ニ
シ
テ
 
旡
溢有コ
ト壱二
一也
已上
　
親
鸞
は
、「
誓
願
一
仏
乗
」
を
明
ら
か
に
す
る
文
脈
で
、
な
ぜ
こ
の
文
を
引
用
す
る
の
か
。
こ
の
引
文
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
實
諦
、
大
乗
が
仏
の
所
説
に
明
ら
か
に
な
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
は
清
浄
な
る
た
だ
一
つ
の
道
で
あ
る
と
い
う
誓
願
一
仏
乗
の
内
実
を
、
「
魔
の
所
説
」
に
対
す
る
形
で
言
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
　
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
魔
」
の
課
題
は
、「
化
身
土
巻
」
後
半
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
「
度
律
師ノ
云
魔ハ
卽
・
惡
道ノ
所
收シュ
ナ
リ
ト 
　
」
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
「
源
信
依
止
觀
一云
魔
者
依
煩
惱
一而
妨ル
ナ
リ　壱菩
提ヲ
一 
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
魔
と
は
、
人
間
を
悪
道
に
沈
み
込
ま
せ
る
も
の
、
煩
悩
に
依
っ
て
、
人
間
に
生
死
の
迷
い
苦
し
み
か
ら
超
え
る
あ
り
方
を
さ
ま
た
げ
続
け
る
も
の
を
意
味
す
る
。
親
鸞
は
、
こ
こ
で
「
魔
説
」
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
吟
味
は
し
て
い
な
い
が
、「
實
諦
者ハ
是
佛ノ
所
說ナ
リ
非ス
壱魔ノ
所
說ニ
一」
と
い
う
言
明
に
よ
っ
て
、
一
乗
と
し
て
明
ら
か
に
な
る
本
願
の
教
え
は
魔
説
に
「
非
」
と
い
う
一
字
に
よ
っ
て
対
峙
す
る
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
清
浄
な
る
一
道
」
と
は
、「
魔
の
所
説
」
に
対
し
「
非
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
質
（
）
21
（
）
22
（
）
23
40
明
す
る
親
鸞
は
、
更
に
大
乘ハ
旡シ
溢有コ
ト壱二
乘
三
乘
一二
乘
三
乘
者ハ
入ラ
溢シメ
ム
ト
ナ
リ
於
壱一
乘
一
乘
者ハ
卽
第
一
義
乘ナ
リ
唯
是
誓
願
一
佛
乘
也
と
記
し
、
一
乗
、
仏
乗
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
大
乗
に
は
、
二
乗
、
三
乗
の
教
え
は
存
在
せ
ず
、
換
言
す
れ
ば
、
一
乗
と
、
二
乗
三
乗
と
が
矛
盾
な
く
共
に
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
声
聞
乗
、
縁
覚
乗
、
菩
薩
乗
の
教
え
は
全
て
一
乗
に
帰
入
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
の
で
あ
り
、
一
乗
の
教
え
こ
そ
が
比
類
な
き
も
っ
と
も
勝
れ
た
教
え
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
唯
一
誓
願
一
仏
乗
と
し
て
の
み
実
現
し
う
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
誓
願
一
仏
乗
」
の
宣
言
は
、
一
乗
釈
に
展
開
さ
れ
る
「
阿
耨
菩
提
」「
涅
槃
界
」「
究
竟
法
身
」「
究
竟
一
乗
」「
無
辺
不
断
」
の
内
実
が
、
本
願
の
仏
道
の
道
理
に
よ
っ
て
、
実
質
を
も
っ
て
一
切
の
衆
生
に
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
開
き
顕
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
本
願
の
道
理
と
一
乗
釈
で
言
及
さ
れ
る
内
容
と
を
詳
細
に
究
明
す
る
こ
と
は
、『
教
行
信
証
』
全
体
、
更
に
は
親
鸞
の
す
べ
て
の
著
作
に
亘
っ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
乗
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
法
身
と
本
願
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
思
索
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。
　
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
一
如
・
法
身
の
根
源
的
動
態
と
し
て
の
本
願
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
「
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
藏
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お
こ
し
て
あ
ら
わ
れ
た
ま
ふ
御
か
た
ち
お
ば
、
世
親
菩
薩
は
盡
十
方
旡
㝵
光
如
來
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。」
と
述
べ
る
。
法
性
法
身
が
か
た
ち
を
現
し
御
な
を
し
め
し
て
、
一
切
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
る
躍
動
的
な
法
身
の
動
態
と
し
て
本
願
の
主
体
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
を
親
鸞
は
推
究
す
る
。
ま
た
こ
の
言
葉
に
つ
づ
け
て
「
こ
の
如
來
を
報
身
と
ま
ふ
す
、
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
へ
る
ゆ
へ
に
報
身
如
來
と
ま
ふ
す
な
り
」
と
展
開
し
、
本
願
の
主
体
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
が
本
願
に
報
い
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
成
仏
し
て
い
く
教
説
の
意
義
を
法
身
の
は
た
ら
き
と
し
て
聞
思
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
本
願
の
発
起
と
本
願
の
成
就
を
あ
ら
わ
す
如
来
を
、
十
方
諸
仏
の
中
の
一
仏
と
し
て
で
は
な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
仏
を
仏
た
ら
し
め
る
法
身
の
根
源
的
な
は
た
ら
き
」
と
し
て
明
か
し
、
一
切
衆
生
に
無
邊
不
断
に
は
た
ら
き
続
け
る
、
（
）
19
（
）
20
41
大
悲
誓
願
の
業
因
に
報
い
た
報
身
如
来
と
し
て
究
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
願
と
法
身
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
思
索
に
よ
っ
て
、
一
乗
釈
御
自
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
表
現
が
、
そ
の
内
実
を
本
願
の
道
理
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
徹
底
し
て
聞
き
開
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
た
い
が
、
大
乗
仏
教
の
根
本
課
題
で
あ
る
一
乗
の
道
理
を
深
く
掘
り
下
げ
な
が
ら
、
本
願
の
意
義
を
そ
の
根
源
に
ま
で
遡
り
究
明
す
る
親
鸞
の
思
索
に
よ
っ
て
、
一
乗
釈
は
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
の
引
文
の
考
察
に
移
る
こ
と
と
す
る
。
三
、
一
乗
釈
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
と
『
華
厳
経
』
の
引
文
に
つ
い
て
　
そ
れ
で
は
、
一
乗
釈
御
自
釈
の
後
に
続
く
、『
涅
槃
経
』
の
四
文
、『
華
厳
経
』
の
一
文
を
見
て
い
き
た
い
。
『
涅
槃
經ニ
』
言
善
男
子
實
諦
者ハ
名テ
曰
大
乘ト
非ル
壱大
乘
一者ハ
不ス
溢名
壱實
諦ト
一善
男
子
實
諦
者ハ
是
佛ノ
所
說ナ
リ
非ス
壱魔ノ
所
說ニ
一若シ
是
魔
說ハ
非レ
ハ壱佛
說ニ
一不ス
溢名
壱實
諦ト
一善
男
子
實
諦
者ハ
一
道
淸ニ
シ
テ
 
淨ニ
シ
テ
 
旡
溢有コ
ト壱二
一也
已上
　
親
鸞
は
、「
誓
願
一
仏
乗
」
を
明
ら
か
に
す
る
文
脈
で
、
な
ぜ
こ
の
文
を
引
用
す
る
の
か
。
こ
の
引
文
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
實
諦
、
大
乗
が
仏
の
所
説
に
明
ら
か
に
な
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
は
清
浄
な
る
た
だ
一
つ
の
道
で
あ
る
と
い
う
誓
願
一
仏
乗
の
内
実
を
、
「
魔
の
所
説
」
に
対
す
る
形
で
言
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
　
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
魔
」
の
課
題
は
、「
化
身
土
巻
」
後
半
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
「
度
律
師ノ
云
魔ハ
卽
・
惡
道ノ
所
收シュ
ナ
リ
ト 
　
」
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
「
源
信
依
止
觀
一云
魔
者
依
煩
惱
一而
妨ル
ナ
リ　壱菩
提ヲ
一 
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
魔
と
は
、
人
間
を
悪
道
に
沈
み
込
ま
せ
る
も
の
、
煩
悩
に
依
っ
て
、
人
間
に
生
死
の
迷
い
苦
し
み
か
ら
超
え
る
あ
り
方
を
さ
ま
た
げ
続
け
る
も
の
を
意
味
す
る
。
親
鸞
は
、
こ
こ
で
「
魔
説
」
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
吟
味
は
し
て
い
な
い
が
、「
實
諦
者ハ
是
佛ノ
所
說ナ
リ
非ス
壱魔ノ
所
說ニ
一」
と
い
う
言
明
に
よ
っ
て
、
一
乗
と
し
て
明
ら
か
に
な
る
本
願
の
教
え
は
魔
説
に
「
非
」
と
い
う
一
字
に
よ
っ
て
対
峙
す
る
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
清
浄
な
る
一
道
」
と
は
、「
魔
の
所
説
」
に
対
し
「
非
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
質
（
）
21
（
）
22
（
）
23
42
の
事
柄
な
の
で
あ
る
。
　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
文
は
、
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
が
「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
魔
と
い
う
問
題
性
ま
で
を
明
ら
か
に
見
据
え
て
課
題
と
さ
れ
て
い
る
親
鸞
の
視
座
を
教
え
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
次
に
『
涅
槃
経
』
か
ら
の
第
二
の
引
文
を
見
て
い
き
た
い
。
又
言
云
何ン
カ
菩
薩
信
壱順スル
一
實ニ
一菩
薩ハ
了
溢知ス
ル
ナ
リ
 
一
切
衆
生ヲ
シ
テ
皆
歸セ
壱シム
ト
一
道ニ
一一
道
者ハ
謂ク
大
乘
也
、
諸
佛
菩
薩
爲ノ
壱衆
生ノ
一故ニ
分テ
之ヲ
一爲ス
三ト
一是ノ
故ニ
菩
薩
信
壱順ス
ト
不
逆ニ
一已上
　
こ
の
文
は
、
菩
薩
が
「
一
実
に
信
順
す
る
こ
と
」
と
「
不
逆
に
信
順
す
る
こ
と
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
で
、
一
乗
と
三
乗
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
衆
生
を
一
道
に
帰
入
さ
せ
る
こ
と
を
菩
薩
が
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
を
「
一
実
に
信
順
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
明
確
化
し
、
そ
の
上
で
、
諸
仏
菩
薩
が
、
衆
生
の
た
め
に
、
一
乗
を
分
け
て
三
乗
を
説
く
こ
と
、
こ
れ
を
「
不
逆
に
信
順
す
る
こ
と
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
　
「
不
逆
」
と
い
う
言
葉
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
『
勝
鬘
経
』「
三
乗
即
是
一
乘
」
に
対
す
る
親
鸞
の
姿
勢
を
踏
ま
え
る
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
衆
生
の
た
め
に
、
一
乗
を
分
け
て
、
三
乗
を
説
く
と
い
う
内
容
こ
そ
、「
不
逆
」
で
あ
る
と
明
確
化
す
る
意
義
は
、「
三
乗
即
是
一
乗
」、
つ
ま
り
三
乗
の
そ
の
ま
ま
が
一
乗
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
い
う
る
道
理
を
「
逆
」
と
し
て
照
射
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
言
い
う
る
よ
う
な
一
乗
の
思
想
内
容
を
峻
拒
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
親
鸞
は
こ
こ
で
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
が
衆
生
の
た
め
に
説
か
れ
る
の
は
、
一
切
の
衆
生
を
一
仏
乗
に
帰
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
三
乗
と
し
て
説
か
れ
た
教
え
が
そ
の
ま
ま
一
乗
の
教
え
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
『
涅
槃
経
』
に
よ
っ
て
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
　
先
ほ
ど
来
、『
法
華
経
』
や
『
勝
鬘
経
』
な
ど
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
「
諸
法
実
相
の
理
」
に
対
す
る
親
鸞
の
吟
味
批
判
の
視
座
を
繰
り
返
し
確
か
め
て
き
た
が
、
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
も
更
に
明
確
に
、
そ
の
こ
と
が
言
表
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
（
）
24
43
き
よ
う
。
　
次
に
、『
涅
槃
経
』
第
三
の
引
文
を
見
て
い
き
た
い
。
又
言ク
善
男
子
畢
竟ニ
有リ
壱二
種
一一ニ
者ハ
莊
嚴
畢
竟
二ニ
者
究
竟
畢
竟ナ
リ
一ニ
者ハ
世
間
畢
竟
二
者
出
世
畢
竟ナ
リ
莊
嚴
畢
竟
者ハ
六
波
羅
蜜ナ
リ
究
竟
畢
竟
者ハ
一
切
衆
生
所ノ
得ル
一
乘ナ
リ
一
乘
者ハ
名テ
・
爲ス
佛
性ト
一以ノ
壱是ノ
義ヲ
一故ニ
我
說ク
壱ナリ
一
切
衆
生
悉
有
佛
性ト
一
切
衆
生
悉ク
有リ
壱一
乘
一以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コ
一トヲ
已上
　
こ
こ
で
は
二
種
の
畢
竟
に
つ
い
て
ま
ず
明
か
し
て
い
る
。
　
そ
も
そ
も
、
畢
竟
に
は
、「
絶
対
的
な
」、「
究
極
の
」
あ
る
い
は
「
さ
と
り
、
果
て
の
果
て
ま
で
き
わ
め
尽
く
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
た
『
浄
土
和
讃
』「
畢
竟
依
」
の
左
訓
に
は
、「
畢
竟
」
に
「
オ
ワ
リ
反
オ
ワ
ル
反
ツ
イ
ニ
反
キ
ワ
ム
反
」
と
あ
り
「
畢
竟
依
」
に
「
ホ
フ
シ
ン
（
法
身
）
ノ
サ
ト
リ
ノ
コ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
キ
ワ
マ
リ
タ
マ
ヒ
タ
リ
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
と
左
訓
さ
れ
て
い
る
。
異
な
っ
た
文
脈
で
あ
る
の
で
、
和
讃
の
畢
竟
の
左
訓
を
そ
の
ま
ま
「
行
巻
」
の
一
乗
釈
に
お
け
る
意
味
と
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
さ
と
り
の
究
め
ら
れ
た
あ
り
方
」
と
し
て
「
畢
竟
」
の
意
義
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
六
波
羅
蜜
と
は
、
菩
薩
の
修
す
べ
き
六
つ
の
完
成
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
荘
厳
さ
れ
た
さ
と
り
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
世
間
に
お
け
る
さ
と
り
の
あ
り
方
と
し
て
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
（
仏
性
）」
と
は
、
究
竟
畢
竟
、
つ
ま
り
こ
の
上
な
く
究
め
尽
く
さ
れ
た
仏
の
さ
と
り
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
　
親
鸞
の
「
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
」
に
対
す
る
究
明
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
詳
論
で
き
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
に
「
究
竟
畢
竟
」
を
「
悉
有
仏
性
」
と
明
確
化
し
た
上
で
、「
一
切
衆
生
悉ク
有リ
壱一
乘
一以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コ
一トヲ
」
と
記
さ
れ
る
「
無
明
」
の
問
題
に
つ
い
て
言
明
す
る
親
鸞
の
視
座
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
　
親
鸞
は
、
一
乗
釈
に
お
い
て
、
誓
願
一
仏
乗
こ
そ
、
仏
の
さ
と
り
を
果
て
の
果
て
ま
で
究
め
尽
く
し
た
究
竟
畢
竟
の
教
え
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
切
衆
生
が
得
る
一
乗
の
法
で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
親
鸞
が
浄
土
真
宗
と
仰
ぐ
仏
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
（
）
25
（
）
26
（
）
27
42
の
事
柄
な
の
で
あ
る
。
　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
文
は
、
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
が
「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
魔
と
い
う
問
題
性
ま
で
を
明
ら
か
に
見
据
え
て
課
題
と
さ
れ
て
い
る
親
鸞
の
視
座
を
教
え
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
次
に
『
涅
槃
経
』
か
ら
の
第
二
の
引
文
を
見
て
い
き
た
い
。
又
言
云
何ン
カ
菩
薩
信
壱順スル
一
實ニ
一菩
薩ハ
了
溢知ス
ル
ナ
リ
 
一
切
衆
生ヲ
シ
テ
皆
歸セ
壱シム
ト
一
道ニ
一一
道
者ハ
謂ク
大
乘
也
、
諸
佛
菩
薩
爲ノ
壱衆
生ノ
一故ニ
分テ
之ヲ
一爲ス
三ト
一是ノ
故ニ
菩
薩
信
壱順ス
ト
不
逆ニ
一已上
　
こ
の
文
は
、
菩
薩
が
「
一
実
に
信
順
す
る
こ
と
」
と
「
不
逆
に
信
順
す
る
こ
と
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
で
、
一
乗
と
三
乗
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
衆
生
を
一
道
に
帰
入
さ
せ
る
こ
と
を
菩
薩
が
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
を
「
一
実
に
信
順
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
明
確
化
し
、
そ
の
上
で
、
諸
仏
菩
薩
が
、
衆
生
の
た
め
に
、
一
乗
を
分
け
て
三
乗
を
説
く
こ
と
、
こ
れ
を
「
不
逆
に
信
順
す
る
こ
と
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
　
「
不
逆
」
と
い
う
言
葉
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
『
勝
鬘
経
』「
三
乗
即
是
一
乘
」
に
対
す
る
親
鸞
の
姿
勢
を
踏
ま
え
る
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
衆
生
の
た
め
に
、
一
乗
を
分
け
て
、
三
乗
を
説
く
と
い
う
内
容
こ
そ
、「
不
逆
」
で
あ
る
と
明
確
化
す
る
意
義
は
、「
三
乗
即
是
一
乗
」、
つ
ま
り
三
乗
の
そ
の
ま
ま
が
一
乗
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
い
う
る
道
理
を
「
逆
」
と
し
て
照
射
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、「
三
乗
即
是
一
乗
」
と
言
い
う
る
よ
う
な
一
乗
の
思
想
内
容
を
峻
拒
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
親
鸞
は
こ
こ
で
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
が
衆
生
の
た
め
に
説
か
れ
る
の
は
、
一
切
の
衆
生
を
一
仏
乗
に
帰
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
三
乗
と
し
て
説
か
れ
た
教
え
が
そ
の
ま
ま
一
乗
の
教
え
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
『
涅
槃
経
』
に
よ
っ
て
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
　
先
ほ
ど
来
、『
法
華
経
』
や
『
勝
鬘
経
』
な
ど
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
「
諸
法
実
相
の
理
」
に
対
す
る
親
鸞
の
吟
味
批
判
の
視
座
を
繰
り
返
し
確
か
め
て
き
た
が
、
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
も
更
に
明
確
に
、
そ
の
こ
と
が
言
表
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
（
）
24
43
き
よ
う
。
　
次
に
、『
涅
槃
経
』
第
三
の
引
文
を
見
て
い
き
た
い
。
又
言ク
善
男
子
畢
竟ニ
有リ
壱二
種
一一ニ
者ハ
莊
嚴
畢
竟
二ニ
者
究
竟
畢
竟ナ
リ
一ニ
者ハ
世
間
畢
竟
二
者
出
世
畢
竟ナ
リ
莊
嚴
畢
竟
者ハ
六
波
羅
蜜ナ
リ
究
竟
畢
竟
者ハ
一
切
衆
生
所ノ
得ル
一
乘ナ
リ
一
乘
者ハ
名テ
・
爲ス
佛
性ト
一以ノ
壱是ノ
義ヲ
一故ニ
我
說ク
壱ナリ
一
切
衆
生
悉
有
佛
性ト
一
切
衆
生
悉ク
有リ
壱一
乘
一以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コ
一トヲ
已上
　
こ
こ
で
は
二
種
の
畢
竟
に
つ
い
て
ま
ず
明
か
し
て
い
る
。
　
そ
も
そ
も
、
畢
竟
に
は
、「
絶
対
的
な
」、「
究
極
の
」
あ
る
い
は
「
さ
と
り
、
果
て
の
果
て
ま
で
き
わ
め
尽
く
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
た
『
浄
土
和
讃
』「
畢
竟
依
」
の
左
訓
に
は
、「
畢
竟
」
に
「
オ
ワ
リ
反
オ
ワ
ル
反
ツ
イ
ニ
反
キ
ワ
ム
反
」
と
あ
り
「
畢
竟
依
」
に
「
ホ
フ
シ
ン
（
法
身
）
ノ
サ
ト
リ
ノ
コ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
キ
ワ
マ
リ
タ
マ
ヒ
タ
リ
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
と
左
訓
さ
れ
て
い
る
。
異
な
っ
た
文
脈
で
あ
る
の
で
、
和
讃
の
畢
竟
の
左
訓
を
そ
の
ま
ま
「
行
巻
」
の
一
乗
釈
に
お
け
る
意
味
と
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
さ
と
り
の
究
め
ら
れ
た
あ
り
方
」
と
し
て
「
畢
竟
」
の
意
義
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
六
波
羅
蜜
と
は
、
菩
薩
の
修
す
べ
き
六
つ
の
完
成
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
荘
厳
さ
れ
た
さ
と
り
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
世
間
に
お
け
る
さ
と
り
の
あ
り
方
と
し
て
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
（
仏
性
）」
と
は
、
究
竟
畢
竟
、
つ
ま
り
こ
の
上
な
く
究
め
尽
く
さ
れ
た
仏
の
さ
と
り
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
　
親
鸞
の
「
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
」
に
対
す
る
究
明
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
詳
論
で
き
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
に
「
究
竟
畢
竟
」
を
「
悉
有
仏
性
」
と
明
確
化
し
た
上
で
、「
一
切
衆
生
悉ク
有リ
壱一
乘
一以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コ
一トヲ
」
と
記
さ
れ
る
「
無
明
」
の
問
題
に
つ
い
て
言
明
す
る
親
鸞
の
視
座
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
　
親
鸞
は
、
一
乗
釈
に
お
い
て
、
誓
願
一
仏
乗
こ
そ
、
仏
の
さ
と
り
を
果
て
の
果
て
ま
で
究
め
尽
く
し
た
究
竟
畢
竟
の
教
え
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
切
衆
生
が
得
る
一
乗
の
法
で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
親
鸞
が
浄
土
真
宗
と
仰
ぐ
仏
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
（
）
25
（
）
26
（
）
27
44
親
鸞
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
得
る
所
の
一
乗
は
、
無
明
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
私
た
ち
衆
生
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
教
言
を
記
す
。
そ
れ
は
釈
尊
の
教
言
で
あ
り
、
そ
の
教
言
に
よ
っ
て
言
い
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
正
し
く
一
切
衆
生
の
相
で
あ
る
。
　
誓
願
一
仏
乗
の
究
明
に
お
い
て
、「
以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コ
一トヲ
」
と
い
う
、
言
わ
ば
一
切
衆
生
の
無
明
の
深
さ
を
え
ぐ
り
出
す
仏
言
を
深
く
刻
み
込
む
所
に
、
親
鸞
の
実
存
的
課
題
の
深
さ
を
私
た
ち
は
真
摯
に
教
え
ら
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
「
信
巻
」
及
び
「
真
仏
土
巻
」
に
直
結
す
る
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
課
題
が
、「
信
巻
」
及
び
「
真
仏
土
巻
」
に
ま
で
緊
張
感
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
一
乗
釈
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
の
最
後
の
引
文
は
、「
一
乗
と
無
数
の
法
」
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
又
言ハク
云
何カ 
爲スル
一ト
一
切
衆
生
悉ク
一
乘ナルカ
故ニ
・
云イカ
何ンカ
非
一ナ
ル
說ク
カ壱三
乘ヲ
一故ニ
云
何ンカ
非
一
非
非
一ナル
・
无
數ノ
法ナ
ル
カ
故ヘ
ナ
リ
ト
已上
　
こ
の
文
の
意
義
は
、
一
切
衆
生
が
悉
く
一
乗
で
あ
る
か
ら
、
一
（
乗
）
を
説
く
の
で
あ
り
、
衆
生
の
た
め
に
三
乗
を
説
く
が
故
に
、
仏
の
教
え
を
「
非
一
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
更
に
仏
の
教
え
を
「
非
一
非
非
一
」
と
す
る
の
は
、
衆
生
の
た
め
に
無
数
の
法
が
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
『
涅
槃
経
』
の
引
文
の
第
二
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
切
衆
生
を
一
乗
に
帰
入
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
真
実
に
信
順
す
る
最
も
重
要
な
あ
り
方
で
あ
り
、
諸
仏
菩
薩
は
、
そ
の
一
乗
に
帰
入
さ
せ
る
こ
と
を
了
知
し
つ
つ
、
衆
生
の
た
め
に
三
乗
の
教
え
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
引
文
は
、
仏
が
衆
生
の
た
め
に
教
法
を
説
か
れ
る
際
、
そ
れ
は
三
乗
法
と
い
い
、
無
数
の
法
門
と
い
い
、
す
べ
て
誓
願
一
仏
乗
に
帰
入
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
確
に
す
る
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
の
一
代
教
に
言
及
し
、
最
終
的
に
「
乘ノ
中
之
一
乘ナ
リ
斯レ
乃チ
眞
宗
也
、
已ニ
顯シ
真
實
行
之
中ニ
一畢ヌ 
　
」
と
言
明
す
る
「
化
身
土
巻
」
前
半
に
お
け
る
課
題
と
呼
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
　
以
上
、『
涅
槃
経
』
の
四
文
の
意
義
を
見
て
き
た
が
、
一
乗
釈
に
は
更
に
『
華
厳
経
』
の
一
文
が
記
さ
れ
る
。
『
華
嚴
經
』
言
文
殊ノ
法ハ
常ニ
爾シカ
ナ
リ
・
法
王ハ
唯
一
法ナ
リ・
一
切
无
㝵
人
・
一
道ヨ
リ
出テ
壱タマ
ヘ
リ
生
死ヲ
一
切
諸
佛ノ
身
唯
是
一
法
身ナ
リ
・
一
心
一
智
慧ナ
リ
（
）
28
（
）
29
45
力
无
畏モ
亦
然ナ
リ
ト
已上
　
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
意
を
確
か
め
る
と
、
仏
教
に
お
け
る
智
慧
を
象
徴
す
る
文
殊
菩
薩
が
仰
ぎ
究
め
る
法
と
は
、
常
に
唯
一
不
二
の
法
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
説
か
れ
る
。
更
に
、
こ
の
唯
一
の
法
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
た
ち
が
生
死
を
超
え
て
仏
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
を
生
み
出
す
仏
法
は
た
だ
一
つ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
諸
仏
の
身
も
心
も
智
慧
も
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
如
来
の
十
力
四
無
畏
も
、
す
べ
て
こ
の
一
法
よ
り
生
れ
、
一
法
身
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
ま
た
、
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
に
つ
い
て
押
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
一
乗
釈
の
直
前
、
他
力
釈
に
お
け
る
『
論
註
』
か
ら
の
引
文
に
、
重
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
論
註
』
で
は
「
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
に
つ
い
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
意
義
を
「
無
上
正
遍
道
」
と
明
示
し
、
そ
の
中
の
「
道
」
に
つ
い
て
道
者
旡
㝵
道
也
・
經ニ
言ク
十
方
旡
㝵
人
・
一
道ヨ
リ
出ヘ
リ壱生
死ヲ
一
道
者ハ
一
旡
㝵
道
也
、
旡
㝵
者ハ
謂ク
知ル
壱ナリ
生
死
卽
是
涅
槃ナ
一リト
如キ
是
一等ノ
入
不
二ノ
法
門ハ
无
㝵ノ
相
也
と
述
べ
る
。
他
力
釈
で
は
、
十
方
の
無
碍
人
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
た
ち
は
、
一
道
よ
り
生
死
を
超
え
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
一
道
と
は
生
死
即
涅
槃
を
知
る
智
慧
に
成
り
立
つ
無
碍
道
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
一
道
が
速
得
成
就
す
る
具
体
性
を
、
第
十
八
願
、
十
一
願
、
二
十
二
願
の
三
願
に
よ
っ
て
証
す
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
を
受
け
て
、
親
鸞
は
一
乗
釈
の
最
後
の
引
文
で
、
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
力
釈
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
如
来
の
本
願
他
力
に
よ
っ
て
成
就
す
る
誓
願
の
仏
道
で
あ
り
、
一
乗
釈
で
は
、
そ
の
誓
願
の
仏
道
こ
そ
一
仏
乗
と
い
う
内
実
を
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
誓
願
一
仏
乗
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
が
生
み
だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
同
じ
く
斉
し
く
成
仏
し
て
い
く
こ
と
が
根
源
的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
（
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44
親
鸞
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
得
る
所
の
一
乗
は
、
無
明
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
私
た
ち
衆
生
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
教
言
を
記
す
。
そ
れ
は
釈
尊
の
教
言
で
あ
り
、
そ
の
教
言
に
よ
っ
て
言
い
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
正
し
く
一
切
衆
生
の
相
で
あ
る
。
　
誓
願
一
仏
乗
の
究
明
に
お
い
て
、「
以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コ
一トヲ
」
と
い
う
、
言
わ
ば
一
切
衆
生
の
無
明
の
深
さ
を
え
ぐ
り
出
す
仏
言
を
深
く
刻
み
込
む
所
に
、
親
鸞
の
実
存
的
課
題
の
深
さ
を
私
た
ち
は
真
摯
に
教
え
ら
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
「
信
巻
」
及
び
「
真
仏
土
巻
」
に
直
結
す
る
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
課
題
が
、「
信
巻
」
及
び
「
真
仏
土
巻
」
に
ま
で
緊
張
感
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
一
乗
釈
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
の
最
後
の
引
文
は
、「
一
乗
と
無
数
の
法
」
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
又
言ハク
云
何カ 
爲スル
一ト
一
切
衆
生
悉ク
一
乘ナルカ
故ニ
・
云イカ
何ンカ
非
一ナ
ル
說ク
カ壱三
乘ヲ
一故ニ
云
何ンカ
非
一
非
非
一ナル
・
无
數ノ
法ナ
ル
カ
故ヘ
ナ
リ
ト
已上
　
こ
の
文
の
意
義
は
、
一
切
衆
生
が
悉
く
一
乗
で
あ
る
か
ら
、
一
（
乗
）
を
説
く
の
で
あ
り
、
衆
生
の
た
め
に
三
乗
を
説
く
が
故
に
、
仏
の
教
え
を
「
非
一
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
更
に
仏
の
教
え
を
「
非
一
非
非
一
」
と
す
る
の
は
、
衆
生
の
た
め
に
無
数
の
法
が
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
『
涅
槃
経
』
の
引
文
の
第
二
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
切
衆
生
を
一
乗
に
帰
入
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
真
実
に
信
順
す
る
最
も
重
要
な
あ
り
方
で
あ
り
、
諸
仏
菩
薩
は
、
そ
の
一
乗
に
帰
入
さ
せ
る
こ
と
を
了
知
し
つ
つ
、
衆
生
の
た
め
に
三
乗
の
教
え
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
引
文
は
、
仏
が
衆
生
の
た
め
に
教
法
を
説
か
れ
る
際
、
そ
れ
は
三
乗
法
と
い
い
、
無
数
の
法
門
と
い
い
、
す
べ
て
誓
願
一
仏
乗
に
帰
入
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
確
に
す
る
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
の
一
代
教
に
言
及
し
、
最
終
的
に
「
乘ノ
中
之
一
乘ナ
リ
斯レ
乃チ
眞
宗
也
、
已ニ
顯シ
真
實
行
之
中ニ
一畢ヌ 
　
」
と
言
明
す
る
「
化
身
土
巻
」
前
半
に
お
け
る
課
題
と
呼
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
　
以
上
、『
涅
槃
経
』
の
四
文
の
意
義
を
見
て
き
た
が
、
一
乗
釈
に
は
更
に
『
華
厳
経
』
の
一
文
が
記
さ
れ
る
。
『
華
嚴
經
』
言
文
殊ノ
法ハ
常ニ
爾シカ
ナ
リ
・
法
王ハ
唯
一
法ナ
リ・
一
切
无
㝵
人
・
一
道ヨ
リ
出テ
壱タマ
ヘ
リ
生
死ヲ
一
切
諸
佛ノ
身
唯
是
一
法
身ナ
リ
・
一
心
一
智
慧ナ
リ
（
）
28
（
）
29
45
力
无
畏モ
亦
然ナ
リ
ト
已上
　
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
意
を
確
か
め
る
と
、
仏
教
に
お
け
る
智
慧
を
象
徴
す
る
文
殊
菩
薩
が
仰
ぎ
究
め
る
法
と
は
、
常
に
唯
一
不
二
の
法
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
説
か
れ
る
。
更
に
、
こ
の
唯
一
の
法
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
た
ち
が
生
死
を
超
え
て
仏
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
を
生
み
出
す
仏
法
は
た
だ
一
つ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
諸
仏
の
身
も
心
も
智
慧
も
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
如
来
の
十
力
四
無
畏
も
、
す
べ
て
こ
の
一
法
よ
り
生
れ
、
一
法
身
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
ま
た
、
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
に
つ
い
て
押
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
一
乗
釈
の
直
前
、
他
力
釈
に
お
け
る
『
論
註
』
か
ら
の
引
文
に
、
重
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
論
註
』
で
は
「
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
に
つ
い
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
意
義
を
「
無
上
正
遍
道
」
と
明
示
し
、
そ
の
中
の
「
道
」
に
つ
い
て
道
者
旡
㝵
道
也
・
經ニ
言ク
十
方
旡
㝵
人
・
一
道ヨ
リ
出ヘ
リ壱生
死ヲ
一
道
者ハ
一
旡
㝵
道
也
、
旡
㝵
者ハ
謂ク
知ル
壱ナリ
生
死
卽
是
涅
槃ナ
一リト
如キ
是
一等ノ
入
不
二ノ
法
門ハ
无
㝵ノ
相
也
と
述
べ
る
。
他
力
釈
で
は
、
十
方
の
無
碍
人
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
た
ち
は
、
一
道
よ
り
生
死
を
超
え
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
一
道
と
は
生
死
即
涅
槃
を
知
る
智
慧
に
成
り
立
つ
無
碍
道
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
一
道
が
速
得
成
就
す
る
具
体
性
を
、
第
十
八
願
、
十
一
願
、
二
十
二
願
の
三
願
に
よ
っ
て
証
す
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
を
受
け
て
、
親
鸞
は
一
乗
釈
の
最
後
の
引
文
で
、
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
力
釈
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
如
来
の
本
願
他
力
に
よ
っ
て
成
就
す
る
誓
願
の
仏
道
で
あ
り
、
一
乗
釈
で
は
、
そ
の
誓
願
の
仏
道
こ
そ
一
仏
乗
と
い
う
内
実
を
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
誓
願
一
仏
乗
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
が
生
み
だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
同
じ
く
斉
し
く
成
仏
し
て
い
く
こ
と
が
根
源
的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に
　
大
変
、
粗
雑
な
考
察
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
自
ら
出
遇
い
え
た
本
願
念
仏
の
教
え
を
、「
一
乘
者
…
唯
是
誓
願
一
佛
乘
也
」
と
ま
で
言
い
切
ら
せ
る
親
鸞
の
課
題
と
聞
思
の
営
み
は
、
自
身
の
実
存
的
課
題
を
内
に
深
く
掘
り
下
げ
つ
つ
、
当
時
の
仏
教
思
想
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
そ
れ
は
『
教
行
信
証
』
全
体
の
撰
述
と
深
く
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
一
乗
釈
そ
の
も
の
が
、『
教
行
信
証
』
の
各
巻
の
課
題
と
思
索
の
展
開
を
丁
寧
に
た
ど
り
な
が
ら
、「
唯
是
誓
願
一
佛
乘
也
」
と
言
い
切
れ
る
所
ま
で
、
聞
思
の
学
び
を
徹
底
さ
せ
て
い
け
と
、
私
た
ち
に
よ
び
か
け
て
い
る
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
　
お
そ
ら
く
誓
願
一
仏
乗
開
顕
と
い
う
課
題
に
お
い
て
私
た
ち
が
見
据
え
ね
ば
な
ら
な
い
人
間
の
最
も
根
底
に
あ
る
課
題
は
、「
以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コト
ヲ一」
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
実
に
対
し
て
一
点
の
曖
昧
さ
も
許
す
こ
と
な
く
、
一
切
衆
生
が
皆
同
じ
く
斉
し
く
帰
す
べ
き
、
か
つ
、
そ
の
唯
一
の
道
に
よ
っ
て
、
一
切
衆
生
が
成
仏
し
得
る
仏
道
の
道
理
を
、
開
顕
す
る
と
い
う
こ
と
が
親
鸞
の
一
仏
乗
開
顕
の
営
み
で
あ
る
。
小
論
は
そ
の
課
題
の
解
明
の
出
発
点
を
お
ぼ
ろ
げ
に
示
唆
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
乗
釈
が
教
示
す
る
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
具
体
的
な
内
実
を
『
教
行
信
証
』
全
体
の
究
明
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
更
な
る
課
題
と
し
た
い
。
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
蔵
』
と
略
す
）
第
十
二
巻
　
二
二
〇
ｃ
│
二
二
一
ａ
た
と
え
ば
、
智
暹
『
教
行
信
証
文
類
樹
心
録
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
大
乗
者
」
よ
り
下
「
第
一
義
乗
」
に
至
る
ま
で
は
即
ち
勝
鬘
経
の
文
な
り
。
彼
に
は
三
乗
の
言
無
し
。
い
ま
彼
の
文
を
取
り
て
本
願
一
乗
を
釈
す
る
な
り
。
い
ま
三
乗
の
字
を
加
う
意
は
四
車
宗
に
成
す
た
め
な
り
。
故
に
経
題
を
挙
げ
ず
、
但
、
文
を
取
る
な
り
。
（『
真
宗
全
書
』
第
三
六
巻
　
四
八
頁
　
原
漢
文
）
ま
た
、
宣
明
や
深
励
な
ど
多
く
の
先
達
も
、
同
じ
く
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
言
は
『
勝
鬘
経
』
に
依
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
（
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『
大
正
蔵
』
第
七
四
巻
　
三
七
一
ｂ
　
お
よ
び
　
『
恵
心
僧
都
全
集
』
第
二
巻
　
二
〇
五
頁
法
住
は
『
教
行
信
証
金
剛
録
』
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
こ
の
一
乗
海
の
御
自
釈
、
全
く
『
一
乗
要
決
』
下
巻
に
『
勝
鬘
経
』
を
引
か
せ
ら
れ
て
、
一
乗
の
釈
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
出
し
給
え
り
。
た
だ
終
の
「
唯
是
誓
願
一
仏
乗
」
の
七
字
が
吾
祖
の
御
言
、
そ
の
余
は
『
一
乗
要
決
』
に
引
か
せ
ら
れ
た
『
勝
鬘
経
』
の
文
な
り
。
古
来
の
学
者
『
勝
鬘
経
』
に
依
ら
せ
ら
れ
た
と
知
ら
ぬ
も
の
は
な
け
れ
ど
も
、『
一
乗
要
決
』
を
相
承
な
さ
れ
た
と
知
ら
ざ
る
は
麁
漫
な
り
。
（『
続
真
宗
大
系
』
第
七
巻
　
三
〇
三
頁
）
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』（
以
下
『
定
親
全
』
と
略
す
）
第
二
巻
　
和
讃
篇
　
二
三
八
頁
及
び
二
六
二
頁
参
照
『
大
正
蔵
』
第
十
二
巻
　
二
二
〇
ｃ
│
二
二
一
ａ
『
大
正
蔵
』
第
七
四
巻
　
三
二
七
ｃ
　
原
漢
文
註
（
4
）
参
照
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
六
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
一
五
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
六
一
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
六
三
頁
『
一
乗
要
決
』
大
久
保
良
順
著
（
大
蔵
出
版
）
三
二
頁
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
法
然
門
下
に
お
け
る
「
弘
願
一
乗
」
の
究
明
と
親
鸞
の
「
一
乗
海
釈
」
（『
大
谷
学
報
』（
第
八
九
巻
　
第
二
号
）
参
照
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
六
頁
『
唯
信
鈔
文
意
』（『
定
親
全
』
第
三
巻
　
和
文
篇
　
一
七
〇
頁
）
拙
稿
「『
坂
東
本
・
教
行
信
証
』「
一
乗
釈
」
に
お
け
る
御
自
釈
の
訓
み
と
意
義
に
つ
い
て
」（『
真
宗
研
究
』
第
五
五
輯
　
六
二
│
四
頁
）
参
照
『
定
親
全
』
第
二
巻
　
漢
文
篇
　
九
│
一
〇
頁
　
但
し
、「
：
」「
・
」
は
『
影
印
高
田
古
典
』
第
二
巻
に
よ
り
加
え
た
。
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お
　
わ
　
り
　
に
　
大
変
、
粗
雑
な
考
察
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
自
ら
出
遇
い
え
た
本
願
念
仏
の
教
え
を
、「
一
乘
者
…
唯
是
誓
願
一
佛
乘
也
」
と
ま
で
言
い
切
ら
せ
る
親
鸞
の
課
題
と
聞
思
の
営
み
は
、
自
身
の
実
存
的
課
題
を
内
に
深
く
掘
り
下
げ
つ
つ
、
当
時
の
仏
教
思
想
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
そ
れ
は
『
教
行
信
証
』
全
体
の
撰
述
と
深
く
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
一
乗
釈
そ
の
も
の
が
、『
教
行
信
証
』
の
各
巻
の
課
題
と
思
索
の
展
開
を
丁
寧
に
た
ど
り
な
が
ら
、「
唯
是
誓
願
一
佛
乘
也
」
と
言
い
切
れ
る
所
ま
で
、
聞
思
の
学
び
を
徹
底
さ
せ
て
い
け
と
、
私
た
ち
に
よ
び
か
け
て
い
る
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
　
お
そ
ら
く
誓
願
一
仏
乗
開
顕
と
い
う
課
題
に
お
い
て
私
た
ち
が
見
据
え
ね
ば
な
ら
な
い
人
間
の
最
も
根
底
に
あ
る
課
題
は
、「
以ノ
壱无
明
覆ヘ
一ルヲ
故ニ
不ス
ト逸能
溢得ト
壱見コト
ヲ一」
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
実
に
対
し
て
一
点
の
曖
昧
さ
も
許
す
こ
と
な
く
、
一
切
衆
生
が
皆
同
じ
く
斉
し
く
帰
す
べ
き
、
か
つ
、
そ
の
唯
一
の
道
に
よ
っ
て
、
一
切
衆
生
が
成
仏
し
得
る
仏
道
の
道
理
を
、
開
顕
す
る
と
い
う
こ
と
が
親
鸞
の
一
仏
乗
開
顕
の
営
み
で
あ
る
。
小
論
は
そ
の
課
題
の
解
明
の
出
発
点
を
お
ぼ
ろ
げ
に
示
唆
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
乗
釈
が
教
示
す
る
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
具
体
的
な
内
実
を
『
教
行
信
証
』
全
体
の
究
明
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
更
な
る
課
題
と
し
た
い
。
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
蔵
』
と
略
す
）
第
十
二
巻
　
二
二
〇
ｃ
│
二
二
一
ａ
た
と
え
ば
、
智
暹
『
教
行
信
証
文
類
樹
心
録
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
大
乗
者
」
よ
り
下
「
第
一
義
乗
」
に
至
る
ま
で
は
即
ち
勝
鬘
経
の
文
な
り
。
彼
に
は
三
乗
の
言
無
し
。
い
ま
彼
の
文
を
取
り
て
本
願
一
乗
を
釈
す
る
な
り
。
い
ま
三
乗
の
字
を
加
う
意
は
四
車
宗
に
成
す
た
め
な
り
。
故
に
経
題
を
挙
げ
ず
、
但
、
文
を
取
る
な
り
。
（『
真
宗
全
書
』
第
三
六
巻
　
四
八
頁
　
原
漢
文
）
ま
た
、
宣
明
や
深
励
な
ど
多
く
の
先
達
も
、
同
じ
く
一
乗
釈
御
自
釈
の
文
言
は
『
勝
鬘
経
』
に
依
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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『
大
正
蔵
』
第
七
四
巻
　
三
七
一
ｂ
　
お
よ
び
　
『
恵
心
僧
都
全
集
』
第
二
巻
　
二
〇
五
頁
法
住
は
『
教
行
信
証
金
剛
録
』
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
こ
の
一
乗
海
の
御
自
釈
、
全
く
『
一
乗
要
決
』
下
巻
に
『
勝
鬘
経
』
を
引
か
せ
ら
れ
て
、
一
乗
の
釈
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
出
し
給
え
り
。
た
だ
終
の
「
唯
是
誓
願
一
仏
乗
」
の
七
字
が
吾
祖
の
御
言
、
そ
の
余
は
『
一
乗
要
決
』
に
引
か
せ
ら
れ
た
『
勝
鬘
経
』
の
文
な
り
。
古
来
の
学
者
『
勝
鬘
経
』
に
依
ら
せ
ら
れ
た
と
知
ら
ぬ
も
の
は
な
け
れ
ど
も
、『
一
乗
要
決
』
を
相
承
な
さ
れ
た
と
知
ら
ざ
る
は
麁
漫
な
り
。
（『
続
真
宗
大
系
』
第
七
巻
　
三
〇
三
頁
）
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』（
以
下
『
定
親
全
』
と
略
す
）
第
二
巻
　
和
讃
篇
　
二
三
八
頁
及
び
二
六
二
頁
参
照
『
大
正
蔵
』
第
十
二
巻
　
二
二
〇
ｃ
│
二
二
一
ａ
『
大
正
蔵
』
第
七
四
巻
　
三
二
七
ｃ
　
原
漢
文
註
（
4
）
参
照
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
六
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
一
五
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
六
一
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
六
三
頁
『
一
乗
要
決
』
大
久
保
良
順
著
（
大
蔵
出
版
）
三
二
頁
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
法
然
門
下
に
お
け
る
「
弘
願
一
乗
」
の
究
明
と
親
鸞
の
「
一
乗
海
釈
」
（『
大
谷
学
報
』（
第
八
九
巻
　
第
二
号
）
参
照
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
六
頁
『
唯
信
鈔
文
意
』（『
定
親
全
』
第
三
巻
　
和
文
篇
　
一
七
〇
頁
）
拙
稿
「『
坂
東
本
・
教
行
信
証
』「
一
乗
釈
」
に
お
け
る
御
自
釈
の
訓
み
と
意
義
に
つ
い
て
」（『
真
宗
研
究
』
第
五
五
輯
　
六
二
│
四
頁
）
参
照
『
定
親
全
』
第
二
巻
　
漢
文
篇
　
九
│
一
〇
頁
　
但
し
、「
：
」「
・
」
は
『
影
印
高
田
古
典
』
第
二
巻
に
よ
り
加
え
た
。
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『
定
親
全
』
第
三
巻
　
和
文
篇
　
一
七
一
頁
同
右
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
六
│
七
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
三
七
九
頁
同
右
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
七
頁
同
右
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
）
一
三
九
一
頁
『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
　
二
三
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
七
│
八
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
二
九
〇
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
八
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
三
頁
『
定
親
全
』
第
一
巻
　
七
六
頁
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は
じ
め
に
　
本
論
は
、
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
〜
一
九
〇
三
、
以
下
「
清
沢
」
と
略
称
）
を
礎
石
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
、
近
代
教
学
の
性
質
に
つ
い
て
、
清
沢
が
い
う
「
実
験
」
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
　
私
は
以
前
に
明
治
期
の
大
谷
派
の
学
事
体
制
に
注
目
し
、
江
戸
宗
学
の
保
守
派
（
貫
練
会
）
と
清
沢
を
中
心
と
す
る
改
革
派
（
白
川
党
）
と
の
衝
突
で
あ
る
改
革
運
動
を
通
し
て
、
真
宗
に
お
け
る
学
の
自
由
性
と
信
の
主
体
性
の
問
題
を
考
察
し
た
。
そ
の
論
旨
は
、
派
内
に
限
っ
た
、
い
わ
ば
「
宗
学
の
近
代
化
」
に
つ
い
て
の
追
究
が
主
で
あ
っ
た①
。
今
回
は
、
宗
派
外
か
ら
迫
る
危
機
、
す
な
わ
ち
西
洋
文
明
の
流
入
に
対
し
て
、
清
沢
は
衰
微
し
た
仏
教
思
想
を
如
何
に
再
生
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
「
実
験
」
に
注
目
し
て
論
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
従
来
、
清
沢
の
「
実
験
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
岩
波
版
『
清
沢
満
之
全
集
』（
以
下
、『
全
集
』）
九
巻
の
解
説
に
は
、
「
実
験
」
と
い
う
意
味
は
、
仏
教
を
知
的
理
解
と
か
啓
蒙
的
関
心
に
立
っ
て
学
ぶ
の
で
は
な
く
、「
人
心
の
至
奥
よ
り
出
づ
る
至
盛
の
要
求
」
に
促
さ
れ
、
い
わ
ば
全
存
在
を
懸
け
て
教
主
世
尊
の
教
言
に
、
ま
た
親
鸞
の
教
説
に
自
覚
的
に
立
ち
、
そ
れ
に
生
き
よ
う
と
す
る
根
源
的
な
学
び
の
方
法
を
意
味
す
る
。 
（『
全
集
』
九
・
五
二
八
）
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
、
近
代
的
知
性
と
の
「
対
話
と
対
決
」
に
よ
る
「
他
力
の
信
の
獲
得
の
唯
一
の
方
法
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
方
法
と
し
て
の
「
実
験
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
清
沢
が
実
践
し
た
「
ミ
ニ
マ
ム
・
ポ
シ
ブ
ル
の
実
験
」
を
提
示
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
只
中
で
著
さ
れ
た
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』（
以
下
、『
骸
清
沢
満
之
に
お
け
る
「
実
験
」
―
―
近
代
教
学
の
特
質
―
―
後
　
　
藤
　
　
智
　
　
道
